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は じ め に 

朝鮮 半島 の 西北 部 に 位置 し て いる 妙 香山 は 朝鮮 の 名 山 
ニン で 20 

山容 が 妙 を 極め 、 奴 壮 な 峰 々 の いずれ も が 二 元 た る 硝 
気 を 放っ て いる と し て 妙 和 山 と 呼ば れ て いる 。 

妙 香 山 は 壮 葉 な 景観 に 加え て 1000 年 近く の 歴史 を 持つ 
普 賢 寺 を は じ め 処 々 に 多く の 遺跡 ・ 遺 物 が あり 、 さ ら に 
ここ に は 朝 鮭 人 民 の 誇り で ある 偉人 称賛 の 宝庫 国際 親善 
展 躍 館 が あっ て 、 国 内 外 か ら 山 を 訪れ る 人 た ち は 跡 を 絶 
PU 

妙 稼 山 に は 古い 音 か ら 朝 鮮 人 民 の 間 で 語り 継が れ て き 
た 伝説 も 多い 、。 

本 書 は 妙 香 山 の 名 勝 や 古跡 、 そ れ ら に まつ わる 伝説 な 
ど を 紹介 し て いる 。 


還 還 彰人 枕 衝 


概観 


ビヨン ジン アジ ヒ ャ ン サン ク ジャン ニョ ン ウ ォ ン 
妙 香山 は 平安 北道 の 香山 郡 と 球場 郡 、 平 安南 道 の 寧 遠 


郡 、 素 江 道 の 双 川 市 に また が る 広大 な 地域 を 占め て いる 。 

全 山 の 面積 は 375 平 方 キロ 、 周 は 120 余 キロ メー トル 
で 、 最 高峰 は 海抜 1909 メ ー ト ル で ある 。 

この 山 が 妙 香 山 と 呼ば れる よう に な っ た の は 、11 世 紀 
初め の 頃 か ら で 、 そ れ 以 前 は 塩 州 ( 延 州 ) 郡 に 属す る 山 だ 
と し て 延 州 山 と 呼ば れ 、 高 岩 時 代 の 中 頃 か ら は 山 の 君 々 
が 格別 に 白く 清らか だ と し て 太白 山 と も 呼ば れ た 。 

妙 脊 山 は 、 先 に 開拓 され た 香 虹 膚 峰 北 側 の 早川 市 の 多 
野谷 ( 富 興 里 )、 園 明 谷 ( 柳 中 里 )、 香 川谷 (秋川 里 ) の 一 帯 
を 旧 稚 山 と 呼び 、 後 れ て 開拓 され た 、 普 拘 寺 と 国際 親善 
展覧 館 が ある 渓谷 の 一 帯 を 新 香山 と 呼ん で いる 。 

地域 的 概念 で は 、 新 香山 を 内 香山 、 球 場 郡 及 び 寧 遠 郡 
一 帯 は 外 香 山 と 呼ば れ て いる が 、 妙 香山 と 言え ば 普通 風致 
が 最も すぐ れ た 新 硝 山 ( 妙 香川 渓谷 ) 一帯 を 指し て いる 。 

金剛 山 は 天下 の 奇 勝 と し て 、 智 異 山 は 雄 壮 な 山容 を も 
っ て 知ら れ て いる が 、 妙 香山 は 金剛 山 に 劣ら ぬ 奇 勝 に 加え 
て 雄 壮 さ を も 兼ね 備え た 名 山 と し て 広く 知ら れ て いる 。 

古く か ら 「8 万 4 千 峰 」 と 呼ば れ た 雄 壮 な 妙 香 山 は 、 数 
々 の 奇 峰 と 巨岩 怪 石 、 深 い 渓谷 に 賊 々 た る 断崖 、 水 昔 の よ 
2 に 浴 ん だ 水 と よろ ず の 港 、 う っ そう と 茂る 樹林 と 涼し い 
和 夏 の 木陰 、 秋 の 目 が さめ る よう な も み じ 、 冬 の 雪景 色 、 そ 


れ に 鳥 の さえ ずり と 渓流 の せせらぎ が 沙 け 合っ て 人 々 の 耳 
を 楽し ませ 、 い ず こ を 眺め て も 絶 佳 絶 苦 で ある 。 

先 に も 述べ た よう に 妙 香山 は 朝鮮 の 名 山 の 一 つ で ある 
が 、 さ ら に は 朝鮮 8 景 の 一 つ に 数 えら れ て も いる 。 こ の 名 
山 に 一 歩 足 を 踏み 入れ れ ば 、 い ずれ を 問わ ず 形 勝 の 連続 
で ある が 、 中 で も 特に すぐ れ た 8 カ所 の 絶景 を 指し て 妙 香 
山 8 茸 と 呼ん で いる 。 

観光 部 山 の 地 、 参 観 地 と し て 立派 に 開発 され た 妙 香山 
に は 、 平 壌 市 妙 硝 山 癌 山 少年 団 野営 所 、 香 昆 護 峰 踏 査 宿 
営 所 、 稼 山 ホテ ル 、 妙 香山 乾燥 食品 店 、 妙 香山 楽 水 場 な 
どの 施設 が 揃っ て いる 。 

山 に は 、 上 元 洞 と 万 涯 洞 及び 香 紫 慮 峰 へ の 交 山 コー ス が 
開か れ て お り 、 そ れ ら の コー ス の 処 々 に は 周囲 の 景色 に つ 
り 合 っ た 安全 施設 、 休 憩 所 、 休 憩 計 など が 備わっ て いる 。 

香山 ホテ ル か ら 香 山川 に 沿っ て 1.5 キ ロメ ー ト ル ほ ど 上 
る と 、 擦 密 峰 の 薦 に 国際 親善 展覧 館 が ある 。 

鳥 が 飛び 立つ よう な 形式 の 入母屋 に は きれ いな 青 胡 が 
敷 か れ 、 淡 紅色 の 下地 に 金 上 日 成 花 、 金 正 日 花 、 モ ン ラ ン 
(オオ ヤマ レン グ ゲ グ ) を 描い た 玉 青 が 施さ れ た 国際 親善 展覧 
館 は 、1978 年 8 月 26 日 に 開館 し た 。 

当館 に は 世界 の 多く の 国々 の 党 及 び 国 家 首 班 、 あ また の 
国際 機関 と 単 舎 組織 、 資 本 主義 請 国 の 進歩 的 な 政 拍 人 と 答 
階層 の 人 士 か ら 金 日 成 主席 と 金正 日 国防 委員 長 、 金 正 恩 
総 書 記 に 贈呈 され た 贈り 物 の 一 部 が 展示 され て いる 。 


人 観 


_。 。 / 商 5 本 日 


妙 査 山 の 目 然 


地形 と 地質 

妙 香 山 は 太古 の 昔 か ら た び た び 複雑 な 地殻 変動 と 風化 
作用 な ど を 受け て きた 。 新生 代 新 第 三 紀 の 地 殻 変動 の 際 
に 清川 江 の 渓 谷 な ど 周 辺 の 一 帯 が 陥没 し 、 そ の 影響 で 妙 
硝 山 は 香 昆 護 峰 を は じ め 全 般 的 に 高く 盛り 上 が り 、 渓 谷 
は より 深く な っ て 今日 に 至っ た 。 

妙 香 山 の 地形 は 、 最 高峰 の 香 暴 峰 を 中 心 と し て 、 西 
方 は 清川 江 の 岸 、 東 旋 は 大 同 江 の 岸 ま で 大 き な 山 脈 が 伸 
び 、 そ れ 以 外 に も 幾つ も の 山並 み を 持ち も 、 そ れ ら の 間 の 渓 
谷 に 発 し て 妙 和 川 、 百 領 川 、 園 明川 な ど が 流れ て いる 。 

符 昆 膚 峰 か ら 伸 び た 山 脈 に は 珍 貴 峰 (1832 メ ー ト ル ) 、 
円 満 峰 (820 メ ー ト ル ) 、 和 炉 峰 (1599.6 メ ー ト ル ) 、 五 仙 
峰 (1365 メ ー ト ル ) 、 法 王 峰 (1392 メ ー ト ル ) な どの 峰 々 が 
そびえ 、 ホ ラン 領 か ら 分 か れ た 山脈 に は 白山 599 メ ー ト 
ル ) 、 文 筆 峰 (530 メ ー ト ル ) 、 王 帽 峰 (1402.5 メ ー ト ル ) 、 
兄弟 峰 (11229 メー トル ) な ど が 連なり そびえ て いる 。 

妙 香 山 の 岩 石 は 清らか で 美しい ば か り で な く 、 格 別に 白 
く 、 有 妊 質 が 均一 で ある 。 それに 水 に よく 光 け な い 固 い 王 石 
を 多く 含ん で いる の で 、 岩 が 砕け て 出来 た 粉末 は 清く て 水 


に 溶け ず 、 震 の 合間 や 谷 を 流れ る 渓流 は 常時 洪 ん で いる 。 


久 民 

妙 香 山 は 高い 峰 々 か ら な っ て いる の で 、 谷 間 に は 強風 
が あま り 吹 か ず 、 冬 も か な り 温 暖 で 、 大 春 と 小 楽 を 含む 
1 月 の 平均 気温 は 一 11.6C、 著 い 8 月 の 平均 気温 は 23. 7 で C 
で 低く 、 年 平均 気温 は 8.3 ど て で ある 。 

妙 符 山 一 帯 は 朝鮮 で は 降雨 量 が 多い 地域 に 属し て いる 。 
けれ ども 雨期 で あっ て も 終日 雨 が 降る よう な 日 は 稀 で ある 。 
普通 午前 中 は 一 点 の 雲 も な く 晴 れ て いて も 、 午 後に な 
る と 、 春 虹 護 峰 一 帯 に 雲 が 湧い て 雨 が 降る 場合 が 多い 。 
雨 の 後に は し ば し ば 吉 が 立ち 込め る 。 年 間 の 平均 降水 
量 は 1300 ミ リ メ ー ト ル 強 で あり 、 そ の 60% が 7^8 月 に 降 
る 。 雨 が 多く 降り 、 風 が 弱く 、 森 林 が うっ そう と 茂っ て 
いる 妙 香山 の 大 気 の 湿度 は 年 平均 75%% で ある 。 


渓流 と 薬 水 

妙 診 山 に は 、 古 来 格別 に 清く 浴 ん で いる と し て その 名 を 
持つ 清川 江 に 流入 する 幾つ か の 肖 流 と 、 妙 香山 薬 水 が ある 。 

代表 的 な 渓流 は 妙 香 川 で 、 こ の 川 は 妙 香山 の 降 仙 峰 の 公 
間 に 端 を 発し て 香 岩 里 に 至り 、 こ こ で 清川 江 に 流れ 込む 。 


Hy 


目 然 


_ 2 商 55 毅 胃 


長 さ 16.5 キ ロメ ー ト ル 、 流 域 面 積 は 71.8 平 放 キ ロ で ある 。 
その 他 の 比較 的 大 きい 川 は 、 球 場 地区 に 属す る 外 硝 山 
一 帯 か ら 流 れ 出 る 百 領 川 ( 長 さ 40.5 キ ロメ ー ト ル ) 、 虐 川 地 
区 に 属す る 旧 香 山 の 艦 野谷 か ら 流 れ 出る プ ソ ン 川 、 園 明 谷 
か ら 流 れ 出る 園 明川 、 香 川谷 か ら 流れ 出る 真 明 川 で ある 。 
妙 稼 山 薬 水 は 、 上 元 洞 と 万 漂 油 の 間 を 流れ る 妙 香川 の 
岸辺 に ある 。 

この 薬 水 は 水素 炭酸 カル シウム を 主 成分 と し て いる 。 
ミネ ラル の 含量 は 1657.42mg/0、pH は 5.8、 水 温 は 12. 5 で C 
で 、 慢 性 表 火 、 胃 ・ 十 二 指 腸 潰 場 、 慢 性 小 ・ 大 腸炎 、 胆 
道 炎 、 慢 性 勝 胸 炎 、 軽 い 糖 尿 病 な どの 治療 に 効能 が あ 
る 。 こ の 楽 水 は 人 々 の 健康 に 良い ば か りか 、 登 山 コ ー ス 
の か た わら に ある の で 、 和 観光 を 楽し む な 人 た ちの 喉 を うる 
お すう え で も 益 ば れ て いる 。 これ を 営 時 服用 すれ ば 、 衣 
診 が 美しく 、 柔 ら か く な る 。 


動植物 

妙 香 山 は 、 海 抜 500 て 900 メ ー ト ル の 高 さ まで は 松 と ク ヌ 
ギ が 主 な 樹林 を な し て いる が 、 そ れ 以 上 1100 メ ー ト ル ほ ど 
CB ン ショ リナ ラン 。、 シ ナノ キ 。、 ライ ノイ レル クン パパ 人 の ど と 応 
業 樹 が 多く 、1400 メ ー ト ル 付 近 ま で に は モミ 、 ハ リモ ミ 、 
エゾ マツ 、 ト ウシ ラベ の よう な 亜寒帯 性 針葉樹 が 多い 。 


6200 メー トル 以上 の 相 上 休 近 (に ば は さ ヤ マビ ャ クシ ン 、 
2 00 1 の 0 PON AN ニン ツン 0 レク リク  / 見 先 
メ な ど 高 山 植物 が 茂っ て いる 。 

妙 香 山 に は 薬草 や ヤマ ブドウ 、 サ ルナ シ な ど 野 生 の 果 
実 も 非常 に 多い 。 

世 星 油 の 谷間 に は 万 病 に 利く と し て 世に よく 知ら れ て 
いる 妙 香山 の 野生 人 参 、 ヒ カゲ ツル ニン ジン 、 味 子 、 
時 、 サ グマ ド 、 ツル ョ ンジ シン ん こち も ク い 

動植物 の 生 選 に 有利 な 妙 香 山 は 、 動 物 の 分 布 も 多様 で 
ある 。 

路 乳 類 は 30 余 種 、 鳥 類 は 220 余 種 、 得 虫 類 と 両生 類 は 数 
十 余 種 に 達する 。 

妙 褒 山 に は 珍 鳥 や 益 鳥 が 多い 。 

220 余 種 の 島 の か な り 多 く は 渡り 鳥 で ある 。 

妙 簿 山 は 春 と も な れ ば 、 冬 中 群れ を な し て 生 上 足し て いた 
ツグミ 、 カ ワラ ヒ ワ 、 キ レン ジャ ク な ど が 繁殖 地 に 向かっ て 
飛び 立ち 、5 月 に は 妙 香 山 の 名 高い ブッ ポ ボウ ン ソン ツ が 現れ 、 コ 
梁 ジ イレ クノ イズ の の 0 ツク ロイ ルル と 0 の て この て ポ O 

IS の の 0 の レク 1 レク クシ スパ レク 
ソ 、 ケ アシ ノスリ な ど 珍 鳥 が 多く 、 香 虹 膚 峰 に は ウグイ 
ス 、 キ ビタ キ 、 ミ ヤマ ホオ ジロ 、 オ ナガ な ど が 飛び 交 
い 、 脊 虹 膚 峰 の 風致 を 際立た せ て いる 。 


還 還 還 記 当 概 入 


それ に 処 々 の 渓流 に は アニ ユ 、 ニ ジマ ス 、 カ マツ ヅカ な ど 
数 十 種 の 魚 が 生 人 息 し て いる 。 他 に も 妙 香 山 に は 数 十 種 の 
両生 類 と 昆虫 が 生息 し て いる 。 


洋 と 育 岩 

妙 符 山 に は どの 肖 谷 に も 多く の 洋 が ある 。 

規模 の 大 きい 有名 な 滝 は 40 余 を 数 えて いる が 、 そ の 
模様 は さま ざま で 、 水 が 垂直 に 落下 する 滝 は も と より 、 
亀の甲 維 の よう な 幅広 い 岩 の 表面 を 滑り 落ち る 滝 も あれ 
ば 、 水 し ぶ き を 飛び 散ら し な が ら 沙 ちる 滝 、 岩 長 を 落ち 


る 途中 、 噴 水 の よ うに 水 が 吹き 上 が っ て 落ち る 溢 な ど と 
多種 多様 で ある 。 

妙 符 山 に は 奇岩 怪 石 が 随所 に あっ て 、 慌 し くも 雄 壮 な 
絶景 を 繰り 広げ て いる 。 

主 に 花岡 片 麻央 と 花岡 岩 か ら な る 妙 香 山 に は 至る 所 に 
巨 君 が そびえ 立ち 、 そ れ ぞ れ が 一 つの 巨大 な 周 の 山 の よ 
2 に 見 える 。 

天然 の 岩 は 1000 年 も の 昔 か ら 青 い 苔 に 喚 われ て いる も 
の も ある が 、 灰 白色 の 柔らか い 肌 を 見 せ て いる も の 、 頂 
に 強く 根 を 張っ た 松 の 生 えて いる も の も ある 。 


還 還 誠 析 入 
1 
妙 稼 山 8 景 
深津 字 ま で 出 て 
お 客 を 送る 探 密 峰 の 緑 陰 
仏 影 台 で の 月 見 eS af 折る 人 2 雪 嶺 台 に た な びく 雲 
引 虎 台 か ら 見 た 滝 白雲 全 か ら の も み じ 見 物 
金 賠 の 魚の 見 物 槽 君 台 の 落陽 
目 然 


遺跡 と 遺物 


妙 和 褒 山 に は 朝鮮 人 民 の 愛国 的 な 闘 省 の 物語 を 伝え る 遺 


跡 や 遺物 が 多い 。 

妙 香 山 は 、 西 山大 師 (1520 て 1604) が 王 展 祖国 戦争 (1592 
1598) の 際 に 日 本 侵略 軍 を 撃退 すべ く 僧 但 で 義 兵 を 起 
こし た 所 と し て 知ら れ て いる 。 妙 香山 に は 、 西 山大 師 が 
内 

兵 闘 争 を 行っ た 際 に 居住 し て いた 僧 房 が 普 賢 寺 に 


現状 の まま 保存 され て いる 

妙 償 山 に は 、 祖国 戦争 当時 朝鮮 の 重要 な 民族 的 古 
典 で ある 朝鮮 封建 王朝 実録 の 一 部 が 保管 され て いた 仏 影 
庵 が ある 。 

朝 鮭 封建 王朝 実録 は 、 王 朝 が 成立 し た 1392 年 か ら 減 亡 
する まで の 500 余 年 間 の 18 万 余 日 に 起き た 全国 的 な 出来 事 
を 細 大 漏らさ ず に 記録 し た 朝鮮 封建 王朝 の 日 誌 で ある 。 

妙 符 山 に は 朝鮮 民族 の 英知 と 才能 を 示し て いる 遺跡 が 
多い 。 


_ 本 


中 で も 普 賢 寺 は 11 世 紀 初 に 造営 され た 、 当 時 の 朝鮮 の 
建築 術 を 代表 する 芸術 的 に 極め て すぐ れ た 建物 で ある 。 

国 の 遺跡 ・ 遺 物 保存 政策 に よっ て 大 雄 殿 、 万 歳 楼 な ど 
の 建物 が 原状 通り に 復元 され 、 八 万 大 蔵 経 保 管 庫 が 新設 
され 、 和 観音 殿 、 電 山 典 、 解 蔵 院 、 万 寿 開 、 軸 渓 門 、 解 脱 7 この 
門 、 天 王 門 、 そ れ に 4 角 9 重 の 塔 、8 角 13 重 の 塔 、 普 賢 寺原 状 M- い 
な どの 石塔 や 碑 石 が 保存 され て いる 。 | 
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地下 の 名 勝 


妙 稚 山 の 外 香山 一 帯 ( 球 場 地 区 ) に は 地下 の 名 勝 と し て 知 
られ て いる 鐘 乳 洞 が 幾つ か ある 。 

0 
地下 水 に よっ て 溶け て 出来 た 油 で 、 天 井 か ら は 千 姿 万 熊 
RM 
いる 。 

代表 的 な 鐘 乳 油 は 龍門 大 窒 、 百 領 大 禄 、 松 央 洞窟 な ど で 鐘 乳 石 と 石 逢 の 一 部 
ある 。 


地下 の 名 勝 


登山 コー ス 


降 仙 峰 


トゥ ク グ 峰 


記 拉 市 千 山 人 山 | 
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登山 


妙 符 山 の 入 り 口 に は 「 妙 香山 」 と いう 金 日 成 主 拓 の 親 
筆 碑 が ある 。 

妙 香 山 の 登 山 コ ユー ス は 3 通り で ある 。 

第 1 の コー ス は 絶景 の 上 元 洞 地区 で あり 、 第 2 の コー ス 
は 特に 滝 の 多 いこ と で 有名 な 万 滞 洞 地区 、 第 3 の コー ス は 
高山 植物 が 香気 を 放つ 香 昆 慮 峰 地 区 で ある 。 

査 虹 膚 峰 地 区 で は 千 態 油 、 和 否 曳 慮 峰 、 七 星 油 の コー ス 
に 分 か れ て 飼 山 する こと に な る 。 

癌 山 コ ー ス の 入り 口 に は それ ぞ れ 「 上 元 庵 」 「 万 肖 

符 昆 膚 峰 」 と 記さ れ た 標識 が 立っ て いる 。 


金 日 成 主席 の 親 筆 碑 


上 元 洞 地区 


この 代 山 コース は 命 り と 下り が 別々 で ある 。 代り は 上 
元 油 の 入り 口 か ら 上 元 庵 を 経て 法王 農 に 至る コー ス で あ 
る 。 上 元 油 の 入り 口 か ら 上 元 庵 ま で は 3.3 キ ロメ ー ト ル 、 
上 元 庵 か ら 法 王 峰 まで は 3 キロ メー トル で 、 全 長 6.3 キ ロ 
メー トル で ある 。 

この 登り の コー ス に は さま ざま な 遺跡 と 滝 、 奇 岩 が ある 。 


上 元 油 の 下り の コー ス は 法王 峰 か ら 上 元 庵 に 下り 、 そ 
の 近く の 天神 楼 で し ば らく 休ん だ た 後 、 祝 加 臣 、 五 仙 亭 、 
仏 影 庵 を 経て 、 金 剛 の 溢 を 巡っ て 下る コー ス で ある 。 

上 元 庵 か ら 仏 影 庵 まで は 2 キロ メー トル 、 似 影 庵 か ら 金剛 の 
洲 ま で は 0.97 キ ロメ ー ト ル 、 金 剛 の 滝 か ら 上 元 洞 の 入り 口 ま 
で は 1.8 キ ロメ ー ト ル で ある 。 こ の コー ス は 上 元 洞 へ 登る 道 よ 
り は 険しく な く 、 斜 面 が 緩やか な の で 、 下 る の は 楽 で ある 。 


上 元 洞 の 登り の コー ス 2 人 は 1042 年 まで に 243 間 の 寺 を 建て 、 寺 の 名 を 普 賢 著 
陸 の 名 を 取っ て 普 賢 寺 と し た 。 
上 元 庵 標識 この 砂 香山 の 安心 寺 は 1000 余 年 の 長き に わた っ て 存在 
上 元 洞 に 合 る 入り 口 に 立っ て いる 。 し た が 、 す ぐる 祖国 解放 戦争 の 際 、 米 空軍 の 爆撃 で 全焼 
入 光 ガイ ド の 興味 ある 説明 を 聞く と 、 癌 山 は いっ そ 2 し 、 王 辰 祖国 戦争 の 際 僧 兵 を 指揮 し た 西山 大 師 の 卒 塔婆 
楽し く な る で あろ う 。 と 碑 石 も 同時 に 破壊 され た 。 


卒 塔婆 群 

卒 塔 疲 は 僧 の 墓 で 、 妙 香山 の 僧 が 死ぬ と 死体 を 火葬 に 
付 し 、 舎 利 を 埋葬 し て その 地面 に 膨らみ の 円 柱 型 に 加工 
し だ 人 や WC だ 6 の で の の る 』。 

生前 地位 の 高かっ た 僧 の 灰 を 納め た も の は 八 の よう に 
大 きく 、 地 位 の 低かっ た 僧 の も の は 電 ほ どの 大 き さ で あ 
る 。 こ こ に は 44 基 の 卒 塔 詞 が あり 、 最 大 の も の は 高 さ 2 メ 
ドル ほど で ある 。 

氷 塔 婆 群 が ある 下手 に は 安心 寺 が あっ た 。 

1000 数 年 前 の 1028 年 に 資 海道 意 州 の 住人 金 革 が 妙 香 山 に 
入山 し て 建て た 寺 で 、 こ の 寺 に 参 れ ば その すべ て の 人 の 心 
が 安らか に な る と し て 寺 の 名 を 安心 寺 と 呼ん だ と いう 。 

彼 は 、 自 分 が この 山 の 美 を 最初 に 発見 し た と し て 、 目 
分 の 名 を 「 探 管 」 と 変え 、 前 方 の 峰 を 探 密 峰 と 呼ん だ 。 

それ か ら 10 年 経っ た 1038 年 、 探 徐 の ク ェ ン ハク が こ 
こ へ や っ て 来 て その 償 子 に な っ た 。 


bk 
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妥 有 用 を ロロ 


上 新 渡 
上 新 油 に 新しく 生じ た 淵 だ と し て 上 新 澤 と 呼ば れ て いる 。 


双 歩 哨 岩 

上 元 洞 を 守る 衛 所 の よう な 岩 が 二 つ 並 び 立っ て いる と 
し て 、 双 歩 哨 岩 と 呼ば れ て いる 。 

古く か ら 妙 香山 に は 金 の 仏像 や 釈 好 の 舎利 な ど 貫 重 な 


宝物 が 多かっ た 。 そ の こと を 知っ た 外敵 が それ ら を 盗む 
機会 を うか が っ て いた が 、 上 元 洞 に 住む ある 兄妹 が この 
双 歩 哨 岩 に 住み つい て 道 術 を 修業 し て 妙 香 山 と 宝物 を 守 
2 の 06 の の 。 


今 も 双 歩 因 客 は 政 卿 を 愛す る 兄妹 の 心 を 伝え て いる 。 


四 
HE 


龍 


谷 


山 コ ー ス に 立ち は だ か っ て いる 同 を 青龍 涯 と 呼び 、 
その 長 


は 40 メ ー ト ル 、 厚 さ は 5 メー トル 内 外 で ある 。 


(r 晶 


玲 査 の 洋 
この 滝 は 、 1 匹 の 龍 が 岩 の 和 斜面 に 横たわり 、 く ね くね 
と の た うっ て いる よう だ と し て 的 龍 の 滝 と 呼ば れ て いる 。 


長 さ は 35 メ ヌー トル で ある 。 


雨期 に 水量 が 増す と 、1 砲 の 龍 が 谷間 を 遣い 上 が っ て 


いる か の よう に 見 える 。 


[伝説 ] 
青龍 と 九龍 沼 

昔 、 龍 淵 の 滝 の 滝 害 に | 区 
の 青龍 が 如意 珠 を 守っ て 棲 ん 
で いた 。 

四季 常に 電 く こ と な く 流 れ 
る 妙 香 山 の 水 を 満々 と た た え 
た この 滝 吉 が 緑色 に 輝 いて い 
る の は 、 そ の 水中 に 不思議 な 
光 を 放つ 如意 珠 が あっ た か ら 
で ある 。 

この 如意 珠 は 道 術 を 修め た 
龍 が 手 に すれ ば 変幻 自在 の 妙 
を 会 得 し うる 神妙 な 珠 だ と さ 
れ て いた た め に 、 こ れ を 狙う 
龍 が 多かっ た 。 

ある 日 の こと 。 9 匹 の 黄 龍 
が この 滝 吉 を 不意 に 慣 い 、 上 
元 洞 の 谷間 で 如意 珠 を 守る 青 
龍 と 9 匹 の 黄 龍 は 激しい 戦い を 
繰り 広げ た 。 

黄 人 は 四方 八方 か ら 入れ 替 
わり 立ち 替わり 襲い 掛か っ た 


が 、 い くら あがい て も 紗香 山 
の 清 い 水 を 飲ん で カカ を 付け 、 
道 術 を 修め た 青龍 を 打ち 負 か 
すこ と が で きず 、 人 遂に 力 が 尽 
き て 玩 げ 出し た 。 

9 贅 の 龍 は 、 向 こう の 谷間 
に 墜落 し て 死に 、 そ こ に 大 き 
な 窪み が 出来 た 。 

今日 も 黄 龍 が 墜落 し て 生じ 
た この 九龍 沼 は 当時 の 経緯 を 
伝え て いる 。 

青 龍 は 自分 が 守っ た 龍 淵 の 
滝 の 清 い 水 を 飲み な が ら 修 業 
に 励ん で いる うち に 、 石 に な 
り 固 まっ て し まっ た 。 
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上 元 門 金剛 門 

上 元 門 は 40 年 余り 前 の 雨期 に 、 山 腹 の 岩 が 転がり 落ち 妙 符 山 の 真 の 景観 は この 岩 の 門 を 通り 抜け る と 始ま る 
て 、 下 の 岩の上 に 重なり 、 門 の 形 に な っ た も の で ある 。 と し て 、 授 い 昔 か ら 金 剛 門 と 呼ば れ て いる 岩 で ある 。 

上 元 門 を 通り 抜け する と 、 そ こ か ら 妙 香山 の 見 事 な 景勝 以前 、 妙 香山 は 長者 や 両 班 (貴族 ) 、 権 勢 家 の 遊興 の 地 
が 広がる 。 と され て いた 。 


彼ら は 興 に 乗り 、 笛 や 鼓 の 音 に は や され な が ら 山 の 見 
物 に 来る が 、 こ の 小さ な 娠 の 門 に 阻ま れ て 興 が 通れ な く 
な る と 、 や む な く 興 を 降り て この 石門 を 通り 抜け な けれ 
ば な ら な か っ た 。 

自分 た ち は 王 以外 の 誰 の 前 で も 腰 を 曲げ る よう な こと 
は し な いと 尊大 信 っ て いな が ら も 、 こ の 低い 石門 を 腰 を 
か が め て 通ら な けれ ば な ら な いと こぼし な が ら 、 上 元 洞 
の 基 観 を 見 逃し て は と し て 、 金 剛 門 を 苦し げに くぐり 抜 
の 


上 元 の 水 の 園 

金剛 門 を 抜け て 50 メ ー ト ル ほ ど 進 むと 、 そ こ に 上 元 の 
水 の 園 が ある 。 

妙 符 山 の 空 気 と 水 が 清 く 澄 み 切 っ て いる こと に 感嘆 し 
た ある 外国 の 実業 家 が 妙 香 山 を 遊覧 し て みる と 、60 余 年 
の 生涯 に 積もり に 積もっ た 疲労 と 公害 の 毒素 が きれ いさ 
る 人 り 全く ぬう ろだ よさ りう CA し LC、 こ の 湖水 の 衝 気 の じ 
ニー ル 袋 に 入れ て 国 へ 帰っ て 売れ ば 、 大 金 を 儲け る こと 


mi ーー が で きそう だ と 言っ た 。 


上 元 洞 地区 誤記 詞 
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[伝説 ] 
妙 香 山 の 青 い 鳥 

傍 い 昔 、 妙 香山 に 雌雄 の 青 
い 鳥 が 住ん で いた 。 

と ころ が この 一 つが い の 
青い 鳥 は 鳴き 声 が きれ いで な 
く 、 羽 も 黒ずん で 美しく な か 
っ た の で 、 他 の 鳥 か ら 除け 者 
扱い され て いた 。 

けれ ども 夫婦 の 青い 鳥 は そ 
ん な こと に は か まわ ず 、 紗 香 
山 の 花 や 木 を 丹念 に 手入れ し 

て いた 。 

ある 日 、 こ の 鳥 の 夫婦 が 
熱心 に 害虫 を 捕っ て いた 時 、 
どこ か か ら 子 ども の 悲し げ な 
泣き 声 が 聞こ えて きた 。 夫婦 
鳥 が そこ へ 飛ん で いっ て みる 
と 、10 歳 ほど の 男の子 が 母親 
の 病気 の 薬 に と し て ナマ ズ を 
捕り に 来 た が 、 自 分 の カ で は 
どう に も な ら な い の て 泣い て 
いる の で あっ た 。 

水 に は 一 度 も 入っ た こと の 
な い 鳥 で あっ た が 、 夫 婦 は な 


ん と か その 子 を 助け よう と し 


て 、 深 い 水 の 中 へ も ぐり 、 ど 


うに か し て や っ と ナマ ズ を 捕 
り 、 子 ども に 与え た 。 

喜ぶ 子 を 見 送っ た 夫婦 鳥 は 
びっ し ょ り 濡 れ た 自分 た ちの 
羽 を 見 て 、 あ れ っ と 思っ た 。 

青黒 か っ た 羽 が 妙 香山 の 水 
の よう に 美しい 真っ 青 な 色 に 
変わ っ て いた の で ある 。 

夫婦 鳥 は 喜び の あま り 和 歓声 
を 上 げた が 、 そ の 鳴き 声 も ま 
た 美しく な っ て いた 。 

それ 以来 青い 夫婦 鳥 は その 
美しい 羽 と 澄ん だ 鳴き 声 て で 妙 
香山 を 飾り 、 他 の 鳥 を 羨まし 
が ら せ た 。 

青い 鳥 夫婦 の 噂 が 広まる 
と 、 各 地 に 棲む 青い 島 た ち が 競 
っ て ここ へ 飛ん で 来 て は 清く 浴 
ん た だ 水 に 体 を 浸し 、 み ん な 羽 も 
人 AM 

うし て 多く の 青い 鳥 が 5 

月 に な る と 學 香 山 に や っ て 来 
る よう に な っ た と いう 。 


金剛 の 洋 

この 滝 は 、 そ の 外観 と 周囲 の 景色 が と り わ け す ぐれ て 
いる と し て 金剛 の 溢 と 呼ば れ て いる 

秋 、 も み じ が 全 山 を 赤く 彩る 頃 に - な る と 、 カ エ デ が 枝 
を 垂らし た 滝 の 風 景 は 一 幅 の 絵 の よ う で あり 、 冬 、 滝 の 
ふち 一 面 に 雪 の 花 を 咲か せ た 雪 景色 は 格別 で ある 。 

この 洋 は 、 普 通 に 見 られ る 洋 の よう な 、 垂 直 の 崖 を 落 
下す る も の で は な く 、 傾 斜 し た 幅広 い 岩 肌 を 滑り 落ち る 伏 
せ 滝 で ある 。 洋 の 左側 の 岩の上 に は 鳥 が 飛び 立つ よう な 人 入 
母屋 造り の 、 優 雅 な 凡 青 を 施 し た 金剛 楼 が ある 。 この 楼 は 
休息 用 の 建物 で 、 こ こ か ら は 有 眼下 を 流れ 落ち る 金剛 の 滝 と 
周辺 の 景勝 を 一 望 の も と に 眺め る こと が で きる 。 


金剛 の 滝 


上 元 洞 地 区 
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長 指 貼 

親指 を 立て た こぶ し の よう に 見 える この 岩 は 、 妙 香山 
の 景色 が 一 番 だ と 誇っ て いる よう だ と し て 長 指 岩 と 呼ば 
し いる の 。 

こぶ し の 形 を し た 岩 の 広 さ は 5X5 メ ー ト ル 、 長 指 ( 持 
指 ) の 長 さ は 2 メー トル で ある 。 


オ ヌ イ 池 

双 歩 哨 岩 で 道 術 の 修業 を 行っ て いた 上 兄妹 ( オ ヌ イ ) が 水 
浴び を し た と いう 池 で 、 オ ヌイ ( 員 妹 ) 池 と 呼ば れ て いる 。 

上 方 の 小池 は 妹 が 水浴 び し 、 下 方 の 大 きい 方 の 池 で は 
兄 が 水浴 び を し た と いう 。 


珠玉 の 滝 

珠玉 の よう に 清 い 水 が 流 れ 落 ちる と し て 、 上 珠玉 の 洋 と 
呼ば れ 、 斜 面 を 流れ る 長 さ は 15 メ ー ト ル 、 淵 の 深 さ は 2.2 
メ 呈 トド / レ で め る 。 


台 下 の 澤 

引 虎 台 の 下 に ある 洋 だ と し て 台 下 の 滝 と 呼ば れ て いる 。 
この 溢 は 、 長 い 歳 月 流れ 落ち て いる うち に 崖 が 次 第 に 
削ら れ て 元 来 の 位置 か ら 10 メ ー ト ル も 後退 し た と いう 。 
洲 の 落ち る 崖 の 中 ほど に 長 円 形 の 君 み が あり 、 水 量 の 
多い 頃 は 落下 する 水 が こ の 窪み に ぶち 当たり 、 噴 水 の よ 
うに 吹き 上 げ ら れ て 壮快 に 散り 落ち る 。 


龍 族 の 滝 

この 滝の上 に 上 が っ た 所 に 、 龍 淵 と 呼ば れる 深い 酒 
が ある 。 ここ へ 流水 が いっ た ん 入り 込ん で か ら 水 が ぼ ぽこ 
ぼ こ 流 れ 出す の で ある が 、 そ の せい で 、 沙 の 表面 が 魚の 
うろ こ が 広 が っ て いる よう な 模様 を な し て 落ち る の で 
ある 。 昔 の 人 は これ を 神秘 視 し て 、 淵 か ら 龍 が 昇天 し 、 
その 替 い で 水 が ぼ こ ぼ こ 流れ 落ち て いる に 違い な いと し 
て 、 龍 汐 の 洋 と 呼ん だ と いう 。 


散 珠 の 滝 
数 千 数 万 の 珠 を 散ら し な が ら 流 れ 落 ち て いる よう だ と 
し て 、 散 珠 の 滝 と 呼ば れ て いる 。 


洗心 吾 

昔 こ の 岩 壁 に 「 南 無 阿弥 陀 付 」 と いう 文字 が 刻ま れ て 
いた が 、 人 々 は ここ が 自分 た ちの 心 を 洗い 清め る 場所 だ 
と し て 洗心 台 と 呼ん だ 。 

洗心 吾 に は 昔 、 鳳 伊 金 先達 と いう 人 物 が 平壌 の 奥方 連中 
を 妙 答 山 に 連れ 出し て ひと 泡 吹 か せ た と いう 逸話 が ある 。 


上 元 洞 地区 計 還 


散 珠 の 滝 


PH Li 
も 呈 答 


天神 の 滝 
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【 伝 説 
鳳 伊 金 先 達 の 妙 香山 見 物 


昔 、 平 壌 の 両 班 や 長者 の 奥 
方 連中 が 暇つぶし に 、 金 先達 
の 口 車 に 乗せ られ て 妙 香 山 の 
見 物 に 出掛け た 。 

興 を か つぐ 人 夫 だ け で も 数 
十 名 に 達し 、 そ の 前 後 を 従 僕 
た ち が 奥 を 守っ て 歩き 、 さ ら 
に その 後に は 仏 へ の 供え 物 を 
有人 負っ た 人 夫 が 続く と いう も 
の も の し さ で 、 そ の 喪 勢 な 行 
列 は 人 の 目 を 驚か せ た 。 

妙 香山 に 到着 する と 、 ま ず 
第 1 日 目 は 普 賢 寺 に 参り 、 次 
の 日 は 周辺 の 他 の 寺 に 参っ た 。 

3 日 目 は 上 元 庵 へ 登る こと 
に な っ た が 、 道 が 険しく て 足 
に まめ が で き 、 み ん な く た く 
た だ た に だ な っ た 。 

彼女 た ち は 重 い 足 を ひき ず 
っ て どう に か こう に か 洗心 台 
に 到達 し た 。 


金 先達 は 、 こ の 岩場 は 効 験 
あら た か な 洗心 台 で ある が 、 
みん な 心 を 清く し て 登ら な い 
と あの 高い 崖 の 上 か ら 落 ち て 
死ぬ か 片端 に な っ て 一 生 苦 労 
する こと に な る か ら 、 こ こ で 
仏 様 に ざん げ し て お 祈り を し 
な けれ ば と 言っ た 。 

奥方 た ち は 和 驚い た 。 

仏 に お 祈り を と 思っ て も 、 
これ まで に 犯し た 罪 が ー つ や 
ニ つ で な く 、 そ の すべ て を ざ 
ん げ せ ず 上 黙っ て いた ら す ぐに 
も 断崖 か ら 転落 し そう に 思え 
て 、 び く び く し た 。 

そん な 彼女 た ちの 心中 を 
知ら ぬ わ け の な い 金 先達 は ま 
ず 、 自 分 が 寺子 屋 に 通っ て い 
た 幼い 頃 、 人 様 の 畑 の 瓜 を 一 
つ 盗 ん で 食べ た こと まで 抜か 
すこ と な く 全 部 吐き 出し て 仏 
に 祈っ た 。 

女 た ち は そん な こと まで ざ 


ん げす る こと に な っ た ら 、 自 分 
た ち は 何 日 か か っ て も すべ て を 
ざん げ で き な い と 心配 し た 。 

すっ か り ざ ん げ し た 人 金 先達 
は 、 こ こ で 祈っ た 言葉 の 内 容 
は 誰 に も 聞か れ な いか ら 心 配 
せ ず に ざん げ を し な さい と 言 
っ て 、 自 分 は 洗心 台 の 裏手 に 
次 を 隠し た 。 

こう し て 一 人 ずつ ざん げ を 
始め た が 、 彼 女 た ち は わずか 
の 金 を 貸し て それ を 返せ な か 
っ た 貧乏 人 の 大 事 な 子 を 下 男 
に し て こき 使っ た こと や 、 自 
分 の 夫 が 老い て 面白 く な いと 
し て 若い ツバ メ と 楽し ん だ な 
ど と いう こと まで 、 こ と ざと 
く ざ ん げ し た 。 

と ころ が この すべ て の 内 容 
が 金 先達 の 手帳 に 書き と め ら 
れ て いる な ど と は 誰 一 人 夢 に 
も 思わ な か っ た 。 

この 日 、 正 直 に ざん げ し た 


た めか 、 一 行 は 上 元 庵 の 見 物 
を 楽し ん て 無事 に 帰っ た 。 

金 先達 が 両 班 、 長 者 の 奥方 
連中 を 妙 香山 の 見 物 に 誘っ た 
効果 は すぐ に 表れ た 。 彼 は 、 
この 家 、 あ の 家 を と 毎日 の よ 
うに 尋ね 歩い て は 、 金 を 出 
せ 、 米 を 出せ と 女 あ る じ に 
導 っ た 。 

彼女 た ち が 目 を む お いて 拒む お 
と 、 金 先達 は くだ ん の 手帳 を 
取り 出し て ざん げ し た 内 容 を 
読み 上 げた 。 驚 憶 し た 女 た ち 
は 世間 に 知ら れ た ら 大 変 な こ 
と に な る と 青く な り 、 な か に 
は 私 通 の 件 が ば ら さ れ た ら ど 
ん な 目 に 会 うか 分 か ら な いと 
葵 れ お の の き 、 し ぶし ぶ 要 求 
を 聞き 入れ た 。 

金 先達 は こう し て 手 に 入れ 
た 金 や 米 を 、 大 勢 の 仙 し い 人 
た ち に 分 け 与 えた と いう 。 


上 元 洞 地区 
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引 席 台 上 元 庵 
龍 州 の 溢 の 下 か ら 西 北方 へ 崖 の 道 を 200 メ ー ト ル ば か り 上 元 庵 は 背後 に 天神 の 滝 が 、 前 方 に は 静 淵 の 滝 と 散 珠 
上 が る と 、 引 席 台 が ある 。 の 滝 が 下方 に 流れ 落ち る 絶壁 の 上 に 立っ て いる 。 
引 虎 右 の 名 は 、 昔 上 元 庵 へ 向かっ て 谷 を 上 が っ て いた 上 元 庵 は 高 葉 (918 て 1392 年 ) 時 代 に 建て られ 、 朝 鮮 封 建 
1 人 の 旅人 が 龍 淵 の 洋 の 下 で 道 に 迷い 途方 に くれ て いた 王朝 時 代 の 1580 年 に 修復 され て 現在 に 至っ て いる 。 
時 、 1 匹 の 虎 が 現れ て 崖 へ 上 が る 道 を 先 に 立っ て 歩い て 上 元 庵 は 入母屋 と 切妻 を 組み 合わ せ た 形 式 の 屋根 を 持 
教え た と いう 伝説 に ちな ん だ も の で ある 。 ち 、 建 物 の 正面 に は 「 上 元 應 」 と いう 局 額 と 「 符 山 第 一 
上 元 庵 の 真向かい の 絶壁 の 上 に そびえ る 引 虎 台 に は 、 庵 」 と いう 属 額 が か か っ て いる 。 
休憩 所 の 引 虎 が ある 。 上 元 庵 に 付属 し て 七星 開 と 水 闘 が あり 、 上 元 庵 の 前 に 
引 虎 台 に 立っ て 眺め る と 、 上 元 庵 が 一 幅 の 絵 の よ うに 見 える 。 は 天然 記念 物 の 妙 香 山 松 と 上 元 庵 イ チョ ウ が 立っ て いる 。 


引 虎 吾 の 絶景 は 古く か ら 妙 査 山 8 の 一 つと 数 えら れ て いる 。 


引 虎 台 
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査 角 石 


上 元 庵 の 七星 開 の 裏手 に あたかも 龍 の 角 の よう に 見 え 


上 元 油 の 下り の ユ コース 


る 君 が あ り 、 こ れ を 龍 角 右 と 呼ん で いる 。 


龍 油 に 棲ん で いた 龍 が 天 に 昇る 際 に 残し た も の だ と 伝 


えら れ て いる 。 


龍 角 石 


祝 聖 殿 

上 元 庵 の 龍 角 石 の 少し 先 に ある 寺 で ある 。 

前 側 は 柱 を 立て ず に 8.83 メ ー ト ル も の 大 梁 が 渡さ れ た 
特異 な 建物 で 、 床 に 座っ て いて も 見 晴らし が よく 、 風 情 
ある 住ま い の よ うな 趣 が 漂っ て いる 。 

倍 聖 訂 は 多様 な 彫刻 と 月 青 で 装飾 され て お り 、 刺 鮮 封 
建 王朝 未 期 の 建築 術 と 寺 青 な どの 装飾 技術 が どの よう な 
も の で あっ た か を よく 示し て いる 。 


万 物 台 

妙 香 山 の 万 物 相 と 呼ば れ て いる 法王 峰 の 絶景 を 一 幅 の 
絵 の よ うに 眺望 で きる と し て 万 物 台 と 称 さ れ て いる 。 

ここ か ら は 、 春 虹 慮 峰 と 両側 に 連なる 連峰 の うち の 一 
番 高 い 法王 蜂 が は る か に 望ま れ 、 法 王 農 の 東側 に は 五 仙 


峰 、 西側 に は 観音 峰 が そびえ て いる の が 見 られ る 。 
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五 仙 峰 と 五 仙 亭 

天界 か ら 降 り て きた 5 人 の 神仙 が 妙 香 山 の 絶 早 に 魅せ ら 
れ て その まま 石 に な っ て 固まっ た と いう 伝説 が こも っ て 
いる と し て 、 こ の 峰 は 五 仙 峰 、 そ の 薦 に 立っ て いる 入 は 


能 仁 庵 

建築 年 代 は 明らか で な い が 、1780 年 代 に 増築 され た 
この 能 仁 鹿 は 、 新 香山 地区 に ある 建物 の うち で 最も 高い 
位置 に あり 、 斗 組 の 彫刻 と 屋根 の 構造 形式 は ユニ ー ク で 


め る 。 五 仙 亭 と 呼ば れ て いる 。 
[伝説 〕 と ころ が 昼過ぎ に な っ て も 
五 仙 峰 伝説 帰っ て こない の で 、 今 度 は 2 人 


法王 蜂 


革 高 1392 メ ー ト ル の 法王 峰 は 、 上 元 洞 の 主峰 で ある 。 
法王 峰 の 西方 に は 朝鮮 式 の 屋 が 立ち 並ぶ 香山 邑 と 、 


遠く の 清川 江 の 流 れ 、 そ れ に は る か その 向こう の 薬 山東 


吾 が 手 に 取る よう に 眺望 で きる 。 


南方 に は 文筆 峰 、 カ ル 峰 、 王 帽 峰 、 
それ に 国際 親善 展覧 館 の 裏山 で ある 探 密 農 と ク ェ ン ハク 
峰 が 望 見 で きる 。 近 くに は 弄 仙 峰 が そびえ 、 そ の 背後 に 
釈 迎 峰 、 


は 和 炉 峰 、 


生態 峰 、 


仙 遊 峰 、 


円 満 峰 が 望ま れる 。 


早 旗 峰 、 


は る か 達 い 昔 、 天 宙 に は 目 
に 入れ て も 痛く な い ほ どの 可 
愛 い 娘 が いた 。 

ある 日 、 天 夫 は 景色 の 央 し 
い 、 清 い 水 が 流 れ て いる 名 山 
に 下り て 遊び た いと いう 娘 の 
願い を か な える べく 、 神 仙 た 
ち に 、 下 界 で 一 番 苦 しい 山 は 
どこ に ある か と 聞い た 。 

彼ら は 下界 に は 山 が 多く 、 
川 も 多い が 、 景 色 が どの 山 よ 
り も すぐ れ 、 水 も 特に 清 い 山 
は 妙 香山 だ と 答え た 。 

天帝 は 若い | 人 の 神仙 を 名 
指し し て 紗香 山 に 隆 り て 確か 
め て みる よう に と 言っ た 。 


の 神仙 を 送り 出し た が 、 彼 ら 
も 戻っ て こない 。 

翌日 、 年 配 の 神仙 2 人 を ま 
た 送っ た が 、 こ れ ま た 梨 の つ 
ぶ て で ある 。 

業 を 煮やし た 天 鶴 は 、 自 ら 
地上 へ 隆 り て 行っ て みた 。 

と ころ が な ん と 、5 人 の 神 
仙 は みな 妙 香山 の 絶景 に 見 と 
れ て 立ち 祥 く し て いた 。 

天天 は 激怒 し て 、 大 声 て 部 
鳴り つけ た 。 す る と 5 人 の 神仙 
は それ ぞ れ 立っ て いた 位置 で 
岩石 に 変わ っ て し まっ た 。 

五 仙 峰 は こう し て 生ま れ た 
と いう 。 


上 元 洞 地区 


人 敬 山 


仏 影 ー つ に 数 えら れ て いる 。 

倍 聖 成 か ら 五 仙 亭 を 経て 下る と 仏 影 庵 が 現れ る 。 仏 影 誇 に は 1592 年 に 起き た 王 辰 祖国 戦争 当時 、 国 の 

南 向 き の 仏 和 刺 仏 影 庵 は 一 日 中 陽 が 入り 、 日 が 暮れ る と 貴重 な 文化 遺産 で ある 朝鮮 封建 王朝 実録 が 保管 され て 
月 光 が 差 す 。 「 仏 影 台 の 月 見 」 は 古く か ら 妙 香山 8 茸 の NE。 


上 元 洞 地区 


万 漂 洞 地区 


万 漂 人 は を そ を こ に よろ ず の 滝 が ある と し て 名 づけ られ た 
深い 谷 の 名 で ある 。 

交 山 コー ス は 、 バ ス の 偉 留 所 か ら 丁 君 社 ま で は 飼 り が 
7.1 キ ロメ ー ト ル で 、 下 り を 合わ せる と 往復 14 キ ロメ ー ト 
ツレ ほど で あめ る の る 。 


この コー ス は 入り 口 か ら 九 層 の 溢 を 経て 丁 君 客 まで の 


デ 宮 3 


ーー 
ea ーーー ャ だ 
に こつ 


縮 り コー ス と 、 醒 者 台 か ら 華 蔵 庵 を 経て 下る コー ス か ら 
2 や CU の 。 

この 探勝 コー ス は それ ほど 長く は な い が 、 か な り 険 し 
い 崖 道 を 歩く 。 け れ ど も その 間 、 い ろ い ろ の 滝 を 見 る 面 
白 味 が ある 。 飛 仙 の 滝 ま た は 九 層 の 溢 に 至る と 昼 時 に な 
る の で 、 普 通 九 層 の 洋 の 前 で 休憩 し 、 午 後 入 君 客 を 見 て 
か ら 華 蔵 庵 を 経て 下山 する こと に な る 。 


_ 22 壮 王 間 
万 河 洞 の 登り の コー ス 


妙 硝 山 の 楽 水 
妙 香 山 の 薬 水 は 、 普 賢 寺 の 曹 湊 門 か ら 香 山 ホ テル の 方 
向 50 メ ー ト ル ほ どの 所 に ある 。 


天 柱 石 

天 柱 石 は 、 万 漂 洞 へ 向かう 途中 の 右側 に そびえ て いる 
標高 849.5 メ ー ト ル の 生 族 峰 の 中 腹 に ある 奇 娠 で 、 天 を 文 
える 桂 の よう だ と し て この 名 が ある 。 

高 さ 43 メ ー ト ル 、 周 30 メ ー ト ル も の 円 筒 形 の 岩 で 馬 の 
頭 に 似 て お り 、 近 く で 見 る と 、 あ た か も 精巧 な 造り の 巨大 
な 塔 を 思わ せる 。 

天 柱 石 に は 、 古 朝鮮 (B.C. 30 世 紀 初 一 B.C. 108 年 ) の 始祖 
椅 君 が 若い 頃 、 香 炉 峰 の 中 腹 に ある 丁 君 台 に 立っ て 、 こ の 
天 柱 石 を 標的 に し て 弓 の 練習 を し た と いう 伝説 が 残さ れ て 
お り 、 ま た ある 僅 丈 夫 が 雨期 に 大 石 を 手入れ し て 雨 を 降ら 
す 天 の 穴 を 構い で 妙 香 山 の 美 し い 風 致 を 守っ た と い 2 伝説 
も ある 。 


早 旗 峰 

普 牛 寺 の 前 に ある 幾つ か の 峰 を 箇 旗 農 と い う 。 

時 旗 峰 と いう 名 は 、 そ の 峰 の 形 が 旗 が 惹 っ て いる よう 
に 見 える と し て そう 呼ば れ て いる の で ある 。 


河 馬 大 

幅 20 メ ー ト ル 、 高 さき 6 メー トル の 河 馬 岩 は 、 昔 妙 香 山 見 
物 に や っ て 来 た 熱帯 地方 の 河 司 が 、 仙 遊 峰 と 上 重 旗 峰 、 
外 率 の 滝 の 美 し い 景 色 に 感嘆 し て 開い た 口 を 閑 じ る こと 
が で きず 、 そ の まま 石 に 回 まっ て し まっ た と し て 名 づけ 
られ た 岩 で ある 。 


序曲 の 洋 

万 河 油 の 入り 口 か ら 左 右 に 小松 が 密集 し て いる 登山 
ュー ス に 沿っ て 400 メ ー ト ル ほ ど 登 る と 、 万 滞 洞 で 最初 に 
見 られ る 序曲 の 滝 に 出 蘭 う 。 

この 滝 に は 万 肖 油 の よろ ず の 滝 が 鳴り 響かせ て いる 
交響曲 」 の 序曲 を 奏で て いる よう だ と し て 、 そ の 名 が 
ある 。 

洲 の 高 さ は 5.9 メ ー ト ル 、 長 さ は 16 メ ー ト ル で ある 。 


下 武 陵 の 洋 

武 陵 の 滝 の 下 方 に ある と し て こう 呼ば れ て いる 。 

滝 は 小さ い が 、2 条 の 筋 を な し て 流れ 落ち て お り 、 一 つ 
は 勇敢 ・ 豪 気 な 男性 の よう に 音 高く 落ち 、 他 方 の 滝 は 静 
か な 慎み 深い 女性 の よう に 音 も な く 流 れ 落 ち て いる 。 


武 際 の 滴 
序曲 の 洋 の 先 250 メ ー ト ル ほ どの 所 に ある 。 


方 河 洞 地区 


_ 2?7 ET 症 還 還 還 還 還 
昔 、8 人 兄弟 の きこ り が 仕事 の 合間 に この 滝 の 前 に 集 ま 双岩 の 道 

っ て 一 休み し た と いう 話 が 伝え られ て いる 。 滝 の 眺め が 央 と 始 の 間 に で き て いる 道 だ と し て 、 肥 岩 の 道 と 呼ば 

と り わ け 美 し く て 、 桃 の 花 が 咲き 乱れ る 武 陵 桃源 の よう れ で て いる 。 

だ と し て 武 陵 の 滝 と 呼ば れる よう に な っ た 。 昔 、 虹 に 乗っ て 降り た 天女 た ら も この 奇妙 な 道 の 珍し 
27 メ ー ト ル ほ どの 斜面 を 流れ た 未 、 芽 音 を 響かせ て 沙 さ に 惹か れ て 、 毎 日 の よう に この 道 を 通っ て 妙 香 山 の 最 

下す る 壮快 な 滝 で ある 。 観 を 楽し ん だ と いう 。 

隠 仙 の 洋 遊 仙 の 滝 
返 い 昔 、 天 か ら 舞 い 降 り て 水浴 び を し て いた 天女 た ち 万 漂 台 を 降り て 200 メ ー ト ル ほ ど 谷 を 上 が っ た 所 に 

が 、 地 上 の 若者 た ちら が 近 くに 現れ る と ここ に 映 を 隠し た ある 。 

と し て 、 隠 仙 の 溢 と 呼ば れ て いる 。 万 治 油 の 八 河 の 上 に ある この 滝 に は 、 天 女 た ち が 舞い 
狭い 岩 と 岩 の 間 を 縫っ て 水 が 流 れ 落 ちる 滝 で ある 。 降り て 遊ん だ と いう 伝説 が ある 。 全長 が お よそ 60 メ ー ト 

ル の 遊 仙 の 溢 は 、 水 が 垂直 に 落下 し た り 、 斜 面 を 矢 の よ 
万 涯 台 うに 滑り 落ち た り し て 、 下 方 に 大 小 8 個 の 淵 を 作っ て 
万 河 台 は 、 上 元 洞 の 引 虎 台 に 似 て 、 こ こ に 立て ば 万 いる 。 

洞 の 景観 が 一 望 の 下 に 眺望 で きる 。 滝の上 に は 二 つ の 崖 を 横切っ て 長 さ 30 メ ー ト ル の 遊 仙 
万 漂 台 は 隠 仙 の 滝 の 100 メ ー ト ル ほ ど 先 に ある 。 橋 が 架かっ て いる 。 ここ か ら 下 の 滝 を 見 下ろ す と 、 目 が 
万 河 台 の 下 側 に 天女 が 導い 降り て 遊ん だ と い 2 う 遊 仙 の くら くら する ほど で ある 。 

浴 と 八 河 が あり 、 西 北方 の か な た に は 空 を 突く よう な 風 遊 仙 の 洋 に は 、 妙 香山 の 8 天女 と きこ り の 8 兄弟 が 出 遭 

頭 と いう 名 の 巨大 な 岩石 の 峰 が 望ま れる 。 っ て 情 を 交わ し た と いう 伝説 が ある 。 
さら に 南側 に は 上 昌 旗 峰 と 解 慕 激 伝 説 6.C. 15 世 紀 に 古 朝 

鮮 か ら 分 立 し て 、B.C. 12 世 紀 以 前 に 独自 の 古代 国家 と な 飛 仙 の 滝 

っ た 扶余 の 建国 に まつ わる 伝説 ) が こも る 仙 遊 峰 、 そ れ に 遊人 箇 の 沙 か ら 飛 仙 の 滝 ま で の 距離 は お よそ 300 メ ー ト ル で 

王 帽 峰 、 文 筆 峰 な ど 妙 香山 の 諸 高峰 が 望ま れる 。 ある 。 

万 河 洞 地区 


人 


この 滝 は 、 妙 香山 の 多く の 滝 の う ち 垂 直 に 落下 する 滝 の 
典型 と され て お り 、 奇 妙 な 美 し さ で 広く 知ら れ て いる 。 
遠い 昔 、 万 漂 洞 に 降り て 遊ん だ 天女 た ち が 、 こ の 滝 に か 
か る 虹 に 乗っ て 天 に 上 が っ た と し て この 名 が ある 。 

高 さ 46 メ ー ト ル の 絶壁 上 か ら 2 条 に 分 か れ て 落下 し て お 
り 、 下 か ら 見 上 げ る と 、 上 は 両方 と も 樹木 に 呈 わ れ て い 
て 、 あ た か も 天上 に 達し た 絶 避 の 上 か ら 滝 が 流れ 落ち て い 
る の で は と 思え る ほど 壮快 で ある 。 近 寄っ て 見 る と 滝 の し 
ぶ き で そこ に 虹 が か か っ て お り 、 妙 香山 に 降り て いた 天女 
た ち が 白 い 羽 衣 を な び か せな が ら 、 こ の 虹 に 乗っ て 天上 に 
狂い 上 が っ て いる 次 を 初 徳 さ せる 絶景 で ある 。 


化粧 の 滝 

この 滝 は 、 天 女 た ち が ここ で 化粧 を し て いた と し て 化 
粧 の 滝 と 呼ば れ て いる 。 

落下 する 水 が 岩 に ぶつ か っ て し ぶ き を 上 げ る 模様 は 、 
あたかも 花びら が 風 に 散る よう だ と し て 花 状 の 滝 と も 表 
現さ れ て いる 。 

高 さ 16 メ ー ト ル の この 滝 は 他 の 滝 と は 違い 、 自 ら の 
義 を 現さ ず 、 狭 い 二 つの 崖 の 隙 に 沿っ て 静か に 落ち て お 
り 、 ま る で うぶ な 娘 の よう な 趣 で ある 。 


昇 仙 の 洋 
化粧 の 滝 で 身 を やつ し た 天女 た ち が 滝 の 流れ を さか の 


ぼり 天 に 舞い 上 が っ た と し て 、 昇 仙 の 洋 と 呼ば れ て いる 。 

ふだん この 滝 の 水 は 岩 の 裂け 目 に 沿っ て 静か に 流れ て 
いる が 、 雨 期 に 水量 が 増え る と 、 流 れる 洋 の 水 が あ た か も 
天女 た ちの 羽衣 が 風 に な び い て いる か の よう に 見 える 。 斜 
面 の 長 さ は 58 メ ー ト ル 、 高 さ は 30 メ ー ト ル で ある 。 


九 層 の 滝 

九 層 の 洋 は 飛 仙 の 洋 の 1 キロ メー トル ほど 先 に ある 。 
滝 が 傾斜 の 緩い 九 つ の 段 を な す 岩 肌 を 流れ 落ち て いる 
の で 、 こ の 名 の あめ る 。 

九 層 の 滝 は 伏せ 洲 で 、 高 さ は 99.2 メ ー ト ル 、 斜 面 の 長 
さ は 294 メ ー ト ル で 、 銀 河 の 洋 に 次 ぐ で 大き な 滝 で ある 。 
40 度 以上 の 大 斜面 に 沿っ て 9 回 も 段 を な し て 流れ 落ち る 
九 層 の 溢 は 、 洋 の 上 に 滝 が あり 、 注 の 上 に 洲 が あり 、 そ 
れ ら 個々 の 溢 と 注 が それ ぞ れ 藤 勝 を 誇っ て お り 、 そ れ は 
よろ ず の 港 の 惹 観 万 漂 洞 の 新 小 版 だ と 言え る 。 


エギ の 滝 と 七 仙 の 滝 

天 の 少 女 が 水浴 び を し た 滝 だ と し て エギ (少女 ) の 滝 と 
呼ば れ て いる 。 

この 滝 に は 次 の よう な 伝説 が ある 。 
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[伝説 ] 
3 種 の 直 い 木 と 
妙 香山 の 天女 

授 い 昔 、 景 勝 の 妙 香 山 に は 
大 勢 の 天女 が 舞い 降り て 遊ん だ 
が 、 そ の 中 に は 誰 よ り も 妙 香山 
を 愛し て いる 少女 が いた 。 

少女 は 毎日 の よう に 紗香 山 
に 降り て 、 大 きく 育っ た ビ ャ 
クシ ン 、 コ ノ テ ガ シ ワ 、 チ ョ 
ウ セ ン ゴ ヨウ マツ な どの 木陰 
で 憩い 、 羽 衣 が 破れ る こと に 
も 気づか ず 、 時 間 が 経つ の も 
宮 れ て 遊ん だ 。 

と ころ が 、 少 女 の 破れ た 羽 
衣 か ら 放 た れる 香 が 天界 に ま 
で 届き 、 そ の こと が 天 帝 の 耳 
に 入っ た 。 

立腹 し た 天 辻 は 、 そ れ 以 来 
天女 に 羽衣 を 着せ る こと を 禁 
じ て し まっ た 。 8 天女 た ち は 炒 
香山 に 舞い 降り る こと が で き 
な く な り 、 他 方 自分 た ちの せ 
いで 天女 が 廊 せら れ た と 知っ 


た 3 種 の 木 は 、 す べ て 一 斉 に 天 
高く 伸ばし て いた こずえ を 低 
め て 、 す べ て 地上 に 直 わ せ て 
し まっ た 。 

その こと を 知っ た 天帝 は い 
た く 感 動 し て 、 天 女 に 羽衣 を 
与え る こと を 許し た 。 

例 の 少女 は 、 自 分 の た め に 
姉さん た ち が 禄 を 受け た こと 
を 悔やん で 、 それ 以 来 妙 香 山 
に 降り て も みん な と 離れ 、 独 
り ぼ っ ち て 水浴 び を し た と い 
う 。 

こう し て そこ に 滝 が 生じ 、 
その 上 側 に は 少女 の 7 人 の 姉 が 
水浴 び を し た 七 仙 の 滝 が 別に 
生じ た 。 

エギ の 滝 の 斜 面 の 長 さ は 
8 メー トル 、 高 さ は 5 メー ト 


ル 、 滝 吉 の 深 さ は 2 メー トル で 


あり 、 七 仙 の 滝 の 斜 面 の 長 さ 
は 35 メ ー ト ル 、 高 さ は 22 メ ー 
トル 、 滝 害 の 深 さ は 2.5 メ ー ト 
ル で ある 。 
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下 武 陵 の 滝 
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ニニ ーーー て クー 
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丁 君 祝 と 醒 君 麟 

椅 若 窟 は 九 層 の 洋 の 西側 お よそ 1 キロ メー トル の 所 に 
ある 。 

神 君 祖 は 幅 16 メ ー ト ル 、 奥 行き 12 メ ー ト ル 、 高 さき 4 メー 
トル ほど の 酒 で ある 。 

この 天然 の 油 に は 、 古 朝鮮 の 始祖 王 榎 君 の 伝説 が こも 
っ て いる 。 神話 的 な 人 物 と し て 伝え られ て いた 枯 く 君 が 、 
古 朝 鮮 の 始祖 王 で あっ た こと が 実証 され て 、 今 や 朝鮮 の 
古代 史 は 科学 的 に 解明 され て いる 。 

椅 君 を 祀る を ため に 醒 君 窟 内 に 造営 され た 丁 君 剖 に は 
入 才 の 肖像 が あり 、 祭 礼 用 の 石 床 が 置か れ て いる 


植 君 窟 と 槽 君 桐 。 。 


枯 君 台 

槽 君 台 は 香炉 峰 の 中 腹 に 

斉 か ら 眺 過 が よい こ PP NIC 
日 を 受け て 赤く 映え る 誰 然 と し て すこ ぶる 美しい 暮 色 を 
見 る こと が で きる 。 

枯 者 に は 、 醒 君 が 毎日 ここ に 上 が っ て 向こう 側 の 重 
旗 峰 の 中 腹 に 立つ 天 柱 石 を 標的 に し て 弓術 の 練習 に 励ん 
だ と いう 伝説 が 伝わっ て いる 。 
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[伝説 ] 

槽 君 神話 

香炉 峰 の 中 腹 に ある 村 君 窟 
に は 、 朝 鮮 最 初 の 国家 古 朝 鮮 
の 始祖 王 槽 君 に つい て の 伝説 
が こも っ て いる 。 

昔 、 天 界 に は 西 因 と いう 名 
の 天 辻 が いた が 、 彼 に は 相 雄 
と いう 庶子 が いた 。 柚 雄 は つ 
ね づ ね 、 地 上 の 世界 に 降り て 
暮らし た いと 思っ て いた 。 

相 因 は 彼 の 希望 を 容 
れ 、3000 名 の 部 下 を つけ て 太 
晶 山 に 下ろ し た 。 

相 雄 は 風 、 雨 、 雲 を 司る 官 
職 を 設け て 、 臣 下 に その 任 に 
就 か せ 、 岩 事 と 生命 、 病 気 、 
刑 六 、 善 悪 の 是非 を 正す 役目 
を 果たす よう に し た 。 

彼 は 人 々 の 生活 上 あり うる 
360 余 種 の 仕事 を 統制 し つつ ま 
つり ご と を 行い 、 民 を 治め た 。 


この よう に 相 雄 が 太白 山 に 
降り て 国 を 建て 、 地 上 の 民 を 
統治 し た と され た 太白 山 は 、 
今 の 妙 香 山 で ある 。 

その 頃 、 妙 香山 の ある 洞 に 
一 緒 に 暮らし て いた 虎 と 熊 が 、 
相 雄 に 自分 た ち を 人 間 に な ら せ 
て くれ る よう に と 願い 出 た 。 

相 雄 は その 切 願 を よし と し 
て 、 虎 と 熊 に ヨモギ の 一 東 と 


ニン ニク 20 粒 を 与え 、「 こ れ 
を 食べ て 100 日 間 日 の 光 を 見 
な か っ た ら 人 間 に な れる だ ろ 
2 を 志 っ た 。 

虎 と 熊 は 醒 雄 の 言葉 通り 、 
ヨモギ と ニン ニク を 食べ て 暗 
い 洞 の 中 に 閉じ こも っ た 。 と 
ころ が 妨 耐 心 に 欠け た 虎 は わ 
ず か 数 日 に し て 耐え 切れ な く 
な り 、 洞 の 外 へ 飛び 出し て し 
まう た 。 

その た め に 虎 は 人 間 と な れ 
な か っ た が 、 足 の 裏 を な め な が 
ら 冬 ご も り を する こと に 慣れ て 
いる 熊 は 相 雄 か ら 言 われ た 通り 
に し 、1|00 日 な ら ぬ 21 日 目 に 美 
し い 娘 に 生ま れ 変 わっ た 。 

人 間 に な っ た 熊 娘 は 相 雄 に 
つれ あい を 定め て ほし いと 用 
願 し た 。 

と ころ が 、 そ の 頃 太白 山 に 


は 美しい この 娘 に 見 合う ほど 


の 若者 は 見 当たら ず 、 柚 雄 は 
わが 身 を 人 間 の 姿 に 変え て 娘 
と し ば らく 同棲 し た 。 こ うし 
て 彼女 は 子 を は ら み 、 可 愛 い 
男児 を 産ん だ 。 

この 子 が ほか な ら ぬ 槽 君 で 
ある 。 

妙 香 山 の 清澄 な 空気 と 水 を 
飲み な が ら 育 っ た 植 君 は 、 カ 
が 強く 、 し か も 敏 擁 な 若者 に 
育ち 、 石 窟 の 上 の 広い 平岩 の 
上 で 来る 日 も 来る 日 も 剣術 と 
紀 術 の 修練 に 励み 、 秀 で た 武 
芸 を 身 に つけ た 。 この 平岩 は 
槽 君 全 と 呼ば れ て いる 。 

槽 君 窟 か ら 香 炉 峰 の 方 へ 少 
し 上 が る と 、 相 雄 が 天界 に 戻 
る 時 、 そ こ か ら 昇 天 し た と さ 
れる 登 天 窟 が ある 。 

妙 香 山 に は この よう に 古 朝 
鮮 の 建国 者 槽 君 に 関す る 伝説 


が 多い 。 
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銀河 の 滝 明鏡 台 
九 層 の 滝 か ら 探 勝 コ ー ス に 沿っ て 1.5 キ ロメ ー ト ル ほ ど 明鏡 台 は 中 天門 か ら 三 層 の 滝 の 方 120 メー トル ほど 上 
の 距離 に ある この 銀河 の 滝 は 、 空 に 流れ る 天の川 に 似 て が っ た 所 に ある 。 
いる と し て この 名 が ある 。 高 さ 10 メ ー ト ル 強 、 幅 15 メ ー ト ル 内 外 の 明鏡 台 は 、 そ 
の 名 に ちな む が 伝説 の 内 容 か らし て 、 世 に 広く 知ら れ て い 
釜 有 る 金剛 山 の 明 鏡台 と 別に 変わ る と ころ は な い が 、 外 観 は 
釜 才 は 中 天門 か ら 銀 河 の 滝 に 至る コー ス の 途上 に 異な る 。 
ある 。 明鏡 台 に は 、 人 間 が その 前 に 立て ば 、 心 の 善悪 が 映 し 
高 さ 1.2 メ ー ト ル 、 径 2 メー トル ほど の 釜 君 は 、 上 が 平 出さ れる と いう 伝説 が ある 。 
坦 で 下部 は 丸く な っ て お り 、 大 き な 岩 の 上 に 釜 を 掛け て 
ある よう な 趣 で 、 そ の よう に 名 づけ られ て いる 。 カク シン 略 
この 岩 は 中 天門 か ら 文 殊 の 滝 に 向かう コー ス 上 に ある 。 
中 天門 カク シ ( 花 嫁 ) 則 と いう 名 は 、 岩 の 外観 が 黒色 の チマ を は い 
枯 者 合 か ら 50 メ ー ト ル ほ ど 登 山 コ ー ス に 沿っ て 飼っ た て いる 女性 の 姿 に 似 て いる と し て つけ られ た も の で ある 。 
所 に ある 天然 の 石門 で ある 。 高 さ は 100 メ ー ト ル 内 外 、 幅 は 80 メ ー ト ル ほ ど で あ る 。 


この 石門 は 、 左 側 の 絶 選 ⑳ と その 横 の 岩 に 数 百 キ ログ ラ 
ム も の 大 周 が 挟ま れ て 門 の よう に な っ て いる 。 高 さ は 2 メ 
ー ト ル 、 幅 は 1 メー トル ほど で ある 。 

中 天門 の 模様 は 、 万 漂 油 の 景色 が 損なわ れ て は と 案じ 
て 時 せき 切っ て 駆け つけ た 妙 香山 の 大 熊 が 、 頭 を 押し 込 
ん で 落ち て くる 岩 を 支え た まま 岩 に な っ て 固まっ た よ 25 
な 姿 を し て いる 。 


方 河 洞 地区 


太 河 洞 地区 


_  /2 敵 55 是 困 


文殊 君 

この 娠 は 三 層 の 溢 か ら 100 
メー トル ほど の 距離 に ある 
引 選 の 周 で 、 長 さ は 20 メ ー 
トル ほど 、 高 さ 15 メ ー ト ル 
ほど の 奇 韻 で ある 。 

その 姿 が 文殊 菩薩 に 似 て 
いる と し て 、 そ う 呼 ば れ て 
MNO 


二 段 の 滝 

二 段 の 洋 は 、 文 殊 娠 か ら 稼 
炉 峰 の 方 へ 300 メ ー ト ル ほ ど 
芝 っ た 所 に ある 。 

1 自 目 の 滝 は 高 さ 1.8 メ ー ト 
ル 、2 段 目 の 滝 は 高 さ 2.3 メ ー 
トル ほど で ある 。 


凍 の 両側 は 絶 璧 と 奇岩 か 議 議 計 


ら な り 、 段 々 模様 の 滝 壁 を 伝 
わっ て 清 い 水 が 流 れ 落 ち て い 
る 。 滝 の 下 に は 青く 浴 ん だ 油 
が ある 。 し と や か で 素朴 な 感 
じ の 漂う この 滝 の 風 景 は 一 見 
に 値する 。 


文殊 の 洋 
文殊 娠 か ら 70 て 80 メ ー ト ル 
ほど 上 る と 、 長 くも 広い 平岩 
の 上 を 滑る よう に し て 流れ 落 
ちる 文殊 の 溢 が ある 。 

この 滝 は 伏せ 滝 で 、 長 さ は 
15 メ ー ト ル ほ ど で あ る 。 水量 
が 増す 雨期 に は 、 岩 全体 を 
っ て 壮快 に 流れ 落ち る 。 
文殊 の 溢 の 下 に は 周 13 メ ー 
トル 、 深 さ 約 1.5 メ ー ト ル の 
文殊 凛 が あり 、 文 殊 の 滝 の 葉 
観 を 引き 立て て いる 。 


三 層 の 洋 

三 層 か ら な る この 滝 は 、 
文殊 の 洋 か ら 香 炉 峰 の 方 向 
130 メ ー ト ル ほ ど 飼 っ た 所 に 
ある 。 

2 侍 還 s0 は 0 グ ティ ャ ドク 2 ほど で 、 
最初 の 段 の 滝 は 0.8 メ ー ト 
ル 、2 番 目 の 滝 は 2 メー ト 
ルレ 、3 番 目 の 滝 は 2.5 メ ー ト 
ノレ ほど で ある 。 
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仙 遊 峰 

午 旗 峰 の 東側 に ある 仙 遊 峰 は 、 昔 、 天 女 た ち が 降り て 
遊ん だ 峰 だ と い 2。 

五 つ の 峰 が 並ぶ 仙 遊 峰 の 上 に 立つ と 、 奇 勝 や 名 所 を 一 
密 の も と に 見 渡す こと が で きる 。 


黄 
束 
旧 


普 賢 寺 の 東側 4 キロ メー トル の 場所 に ある 華 蔵 庵 
は 、1654 年 に 建て られ た が 、 そ の 後 数 度 に わた っ て 修 委 
され 、 現 在 の 建物 は 1818 年 に 建て 直さ れ た も の で ある 。 

華 蔵 庵 は 座禅 の 修業 を する 僧 但 の た め の 庵 と は 異な 
り 、 仏 教 の 経典 、 ひ いて は 備 教 関係 の 文字 を も 教え て いた 
建物 で 、 ユ ニー ク な 建築 形式 を 持つ 華 豚 な 建物 で ある 。 


[伝説 ] 
仙 遊 蜂 と 解 昌 滞 の 伝説 

卓 旗 峰 の 東側 に そびえ る こ 
の 仙 遊 峰 に は 、 朝 鮮 の 古代 国 
家 の 一 つ で ある 扶余 を 建て た 
と いう 解 慕 滞 の 伝説 が こも っ 
て いる 。 

天 宙 の 子 解 慕 若 は 5 匹 の 竜 
が 引く 車 に 乗り 、100 余 人 の 部 
下 を 引き 連れ て 地上 に 降り た 
が 、 最 初 に 降り た 所 が 雄 心 山 ( 
今日 の 妙 香 山 ) だ と いう 。 

妙 香山 の 仙 遊 峰 に 降り た 
解 幕 泊 は ある 日 、 優 湖水 ( 今 


日 の 球場 郡 百人 時 川 ) の 岸辺 で 


竜王 の 娘 柳 花 に 出会っ て 妻 と 
し 、 優 湖水 の 川辺 に 銅 の 宮 感 
を 建て て 幸せ な 生活 を 営む こ 
と に な っ た 。 

と ころ が 、 こ の こと を 知っ 
た 柳 花 の 父 河 伯 が 慎 悩 し て 、 
娘 と 解 慕 涙 を 竜宮 に 呼ん だ 。 

解 慕 注 は 、 自 分 は 天 宙 の 子 
だ と し て 、 柳 花 と 暮 ら す こと 


を 許し て ほし いと 言っ た 。 河 
伯 は 、 天 の 子 に ふさ わし い 神 
妙 な オ 能 が あれ ば 許 そ うと し 
て 、 解 慕 源 と カ LL べ を し た 。 
河 伯 が 鯉 に 姿 を 変え る と 、 
解 慕 注 は カワ ウソ に 変わ り 、 
河 伯 が 鹿 に 変わ る と 解 慕 源 は 
狼 に 姿 を 変え た 。 河 伯 は た ち 
どこ ろ に 自分 を 脅かす 解 慕 源 
の 神 技 に 感嘆 し て 、 竜 宮 で 婚 
礼 を 挙げ 、 こ こ で 暮らす よう 
に と 言っ た 。 と ころ が 、 解 慕 
激 は 竜宮 で 暮らす わけ に いか 
ず 、 柳 花 を 残し て 天 に 帰っ て 
し まっ た 。 河 伯 は 激怒 し 、 柳 
花 が 竜宮 の 名 誉 を 傷つけ た と 
し て 優 湖 水 に 流し て し まっ た 。 
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仮 槽 君 客 

この 洞 は 、 檜 君 窒 の 南側 斜面 に 治っ て 150 メ ー ト ル ほ ど 
下がっ た 所 に ある 。 

ニニ つ の 大 岩 が 頭 突 き を し て いる か の よう な 形 を し た 仮 
智 君 交 は 、 奥 行き が 3 メー トル ほど で 内 部 は 三角 形 を な し 
MO 

この 洞 に は 、 以 前 枯 君 の 祭祀 を 行う べく 妙 香 山 に 寧 辺 
府 使 が や っ て 来 た 時 、 興 か きた ち が 、 丁 君 窒 ま で 上 っ て 
行く の が お っ くう で 、 こ の 洞 を 丁 君 客 だ と ご ま か し た 。 
沿 辺 府 使 は 彼ら の 言葉 を 信じ て ここ で 祭祀 を 行っ た 。 
彼 は その 後 も 本 物 の 柄 君 客 が その 近く に ある こと を 知ら 
ず 生 涯 だ まさ れ 続 けた と い う 。 


= 間 和 


虹 洛 

この 娠 は 万 河 油 の 下り の コー ス 上 最初 に 出くわす 奇岩 
で 、 昔 天女 た ちら が ここ を 利用 し て 天界 か ら 降 り た り 、 天 
界 に 只 っ た り し た 、 虹 の よう に 見 える 周 だ と し て 、 虹 娠 
と 呼ば れ て いる 。 
“ * 虹 君 は 、 長 さ 30 メ ー ト ル 、 幅 6 メー トル 、 厚 さ 2 メ ー ト 
仮 槽 君 窟 ル で 、 岩 天井 の 高 さ は 1 メー トル 内 外 で ある 。 


方 河 洞 地区 


_ 50 商 5 是 T 
査 炉 峰 式 助 庵 


峰 の 模様 が 香炉 の よう だ と し て 符 炉 峰 と 呼ば れる 。 この 庵 は 午 旗 農 と 親善 峰 ( 探 密 峰 ) の 中 間 右 側 の 山 の 廊 
得 炉 峰 は 妙 香 山 の 主 峰 簿 昆 慮 峰 か ら 西 側 に 伸び た 屋根 に ある 。 戒 助 庵 は 普 賢 寺 の 住持 以下 僧 た ち に 法 名 を 与え 
に そびえ る 海抜 1599 メ ー ト ル の 峰 で 、 峰 に 飼 れ ば 地面 に た り 、 寺 内 で 持ち 上 が る 重要 間 題 に 訓 戒 を 垂れ た り し て 
言っ て いる ミヤ マビ ャ クシ ン 、 ハ イマ ツ 、 チ ョ ウ セ ン ネ いた 本 寺 の 元老 が 起 居 し て いた 建物 で ある 。 
ズ コ な どの 和 硝 気 が 漂い 、 ほ か に クロ マメ 、 エ ゾ シ ャ ク ナ 
グ な ども 見 られ る 。 
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区 慮 峰 地 区 


この コー ス は 千 盟 洞 の 渓谷 を 見 て 歩い た 後 、 日 雲 台 を 
弥 て 和 膚 峰 に 意 っ て 同じ 道 を 下る か 、 或 い は 香 昆 慮 峰 
か ら 葉 星 洞 へ の 道 を 通っ て 下り る よう に な っ て いる 。 

硝 昆 膚 峰 か ら 下 昆 護 庵 まで 下り た 後 、 金 剛 窒 を 経て さ 
ら に 少し 下る と 昆 慮 門 休憩 所 が ある 。 


硝 虹 膚 峰 の 飼 山 コー ス に は 、 千 
峰 へ の 三 つ の コー ス が ある 。 
念 山 の 距 離 は 、 昆 慮 門 休 憩 所 を 起点 に し て 、 
協 の 滝 ま で は 3.5 キ ロメ ー ト ル 、 七 星 油 の 七星 農 ま で は 10.5 
脊 昌 慮 峰 ま で は 6.5 キ ロメ ー ト ル で ある 。 
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生態 油 の 二 仙 


旋 』 王 
生態 ? 


語 ! 


昆 慮 門 休憩 所 

脊 昆 膚 峰 へ 人 次 る 入り 口 に ある の で 上 昆 慮 門 休憩 所 と 呼ば 
れ て いる 。 

昆 慮 門 休 憩 所 は 最高 峰 の 香 昆 膚 農 と 七星 峰 、 降 仙 峰 
の 渓谷 の 水 が 合 わ さ る の で 年 中 水量 が 多く 、 絶 勝 の 地 
で あめ の 。 


三 千 澤 
この 淵 は 古く か ら 三 千里 錦 の 山河 と 呼ば れ て いる 朝鮮 半 思 呈 細 
島 の 地形 に 似 て いる と し て 三 千 澤 と 呼ば ん れ て いる 。 亀 崖 
ある 年 の こと 、 国 際 親 午 展覧 館 の 参観 を 終え た 一 外国 人 虹 護 門 休憩 所 か ら 三 景 台 へ 向かう コー ス を 50 メ ー ト ル 
093、 太 食 を 取 の うと し て ここ へ 下り て きだ ほど 行く と 、 大 小 二 つの 亀 岩 が 200 メ ー ト ル ほ どの 間隔 で 
三 千 渡 の 葉 観 に 魅せ られ た 彼 は 、 食 事 を する こと も 忘れ 立っ て いる 。 
て 、 こ の 最初 の 入り 口 か ら 早 くも 絶 茸 が 始ま る 妙 香 山 は ど 頭 を 持ち 上 げ て 何 か を 眺め て いる 格好 の 亀 岩 は 、 竜 王 
ん な に 美しい こと だ ろう か 、 あ の 清 い 三 千 で 一 度 水 浴び の 指示 で ウサ ギ を 捕り に 陸 べ へ やって来 た が 、 そ れ が 上 果 た 
を する だ け で も 10 年 は 若返る だ ろう と 言っ た 。 せ ず 、 竜 王 の 拓 り を 買っ て 、 淡 水 の 亀 に な っ た と いう 伝 
三 千 凛 の 長 さ は 33 メ ー ト ル 、 幅 は 13 メ ー ト ル 、 深 さ は 5 語 を 思わ せる 。 
メー トル で ある 。 この 二 つ の 亀 岩 に は 、 海 で 300 年 を 生き た 夫婦 人 亀 が 子 亀 


た ち が 引 き 留 め る の を 振り 切り 妙 香 山 の 見 物 に や っ て 来 
て 、 妙 香山 の 美 し さ に うっ と り と し て 帰る こと を 忘れ て 
岩 に な っ て し まっ た と いう 伝説 が こも っ て いる 。 
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_ 50 ET 還 還 還 還 還 較 
【 伝 説 ] 後悔 し な か っ た 。 オシ ドリ 岩 
旬 岩 の 群れ 夫婦 亀 は わが 子 た ち に 、 余 オシ ドリ は 雌雄 の 仲 が よく 、 い つも 一 緒 に いる 人 和 鳥 と し 
遠い 昔 、 朝 鮮 西 海 に 住ん で 生 を ここ で 過ごす つも り だ か て 知ら れ て いる 。 
いた 亀 の 夫 婦 が 、300 歳 の 誕生 ら お 前 た ち は 帰 る よう に と 言 と ころ が 妙 和 山 に は 1 羽 の オシ ドリ だ けが 残っ て いる 。 
日 を 前 に し て 妙 香山 の 見 物 に っ た 。 オシ ドリ は 水辺 に 棲ん で いる が 、 産 卵 期 に は 水 の 流れ 
や っ て 来 た 。 妙 香山 の 景観 に 感動 し 、 親 を さか の ぼっ て 渓谷 に 入り 、 中 が うつ ろ に な っ た 木 の 幹 
妙 香 山の神 税 境 に ひき つけ 亀 の 自慢 話 も 聞い た 子 亀 た ち な ど に 卵 を 産む と い 2 う 。 
られ 、 帰 る こと を 忘れ て 遊覧 は 、 自 分 た ち も 妙 香山 に 残る 妙 奪 山 の オ シド リ 夫 婦 は 、 産 卵 期 に 巣 を 移す こと に し た 。 
し て いた 亀 の 夫婦 は 、 自 分 た と 言っ た 。 話 し 合っ た 未 、 雄 は まず 千 了 態 油 の 谷 に 入り 、 適 当 な 場 
ちの 誕生 日 も 忘れ て いた 。 こう し て 亀 の 家 族 は みな 妙 所 を 選ん だ 上 で 雌 を 連れ て くる こと に し て 出発 し た 。 
亀 の 夫 婦 は 子 亀 た ち が 妙 香山 に 残り 、 澄 ん だ 清 い 空 気 奴 は 妙 香 山 に 到着 する と 、 山 の 景観 に 春 か れ 、 首 を 長 
香山 に 迎え に 来 て 初め て 誕生 と 水 を 飲み な が らい つま で も くし て 待っ て いる 肉 の こと を 忘れ て し まっ た 。 
日 が 過ぎ て し まっ た と 知っ た 幸せ に 暮らし て いる うち に 、 こう し て は に こ で 名 請 な オン ドリ 人 に だ っ て し まっ 
が 、 この世 の 何 に も 増し て 美 岩 に な っ て し まっ た と いう 。 の MY の 。 
し い 景 色 を 見 た 喜び で 少し も 


ーー トード Mi に っ OM 


下 蜂 慮 門 
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神仙 台 

は る か な 昔 、 降 仙台 で 景勝 を 楽し ん だ 神仙 た ちら が こ こ 
へ 降り て き て 、 軽 快 な 流水 の 音 を 聞き そよ 風 に 吹か れ て 
休息 し た と し て 神仙 台 と 呼ば れ て いる 。 

斉 、 伸 仙台 は 天 人 だ け の 休息 の 場 と され 、 こ こ で 山 の 
束 景 を 楽し ん だ も の だ が 、 今 日 で は 二 仙 男 の 溢 を 見 に や 
っ て 来る 人 た ち が 妙 香山 の 天女 、 天 男 と な っ て 楽し い 意 
い の ひ と と き を 通 ご こし て いる 。 


京 刀 は 、 妙 硝 山 の 秀 豚 な 山 の 基 人 色 、 美 し い 周 の 
色 、 水 昔 の よう に 浴 ん だ 青い 水景 色 を 楽し が 場所 で ある 。 


チョ マ 妊 

長 さ 15 メ ー ト ル 、 幅 5 メー トル ほど の この 岩 は 、 瓦 暮 き 
家 の 軒 の よう だ と し て チョ マ ( 軒 ) 岩 と 呼ば れ て お り 、 登 
山 客 た ちの 炊飯 の 場 と し て 利用 され て いる 。 


下 昆 慮 庵 

妙 脊 山 の 主 峰 香 虹 護 峰 を 上 、 中 、 下 に 分 けた 、 一 番 下 
側 に ある 庵 だ と し て 下 昆 護 庵 と 呼ん で いる 。 

下 慮 庵 は 、 普 賢 寺 の 6 キロ メー トル ほど 先 の 千 態 洞 と 
七 星 洞 か ら 流 れ て くる 渓流 が 落ち 合う 地点 の 小高 い 平 岩 
の 上 に ある 。 


この 庵 は 17 世 紀 以 前 に 建て られ た が 、1882 年 に 改築 さ 
れ た 、 特 別 な 装飾 の な い 素 朴 な 住居 形式 の 建物 で ある 。 

下 暴 應 の そば に は 普 連 台 、 山 神 閣 、 七 星 開 な ど 付 属 
の 建物 が あり 、 そ の 前 に は 天 人 然 記念 物 イ チイ の 木 が ある 。 


序 川 の 滝 
千 態 油 に 入り な が ら 初 め て 見 る 溢 だ と し て 序 川 の 滝 と 
呼ば れ て いる 。 


千 態 の 洋 

千 態 油 の 谷 に ある と し て 千 態 の 滝 と 呼ば れ て いる この 
洲 は 、 下 昆 護 庵 の 先 370 メ ー ト ル ほ どの 所 に ある 。 

幅 が お よそ 25 メ ー ト ル の 幅広 い 央 の 斜面 を 滑っ て 流 
れ 、40 メ ー ト ル の 高 さ か ら 沙 下す る 溢 の 下 に は 、 深 さ 5 メ 
ー ト ル 以 上 の 溢 電 が ある 。 滝 の 左側 に は 地 中 に 深く 根 を 
下ろ し た 巨 娠 が あり 、 そ の 上 に 人 言 妙 な 形 を し た 一 本 松 が 
SO を CU NO 


二 仙 男 の 洋 

生態 の 滝の上 方 お よそ 150 メ ー ト ル 離 れ た 位置 に 二 仙 男 
の 減 が ある 。 

二 仙 男 の 洋 は 、 水 量 が 少な い 李 人 節 に は 、 仲 の 良い 兄弟 
の よう に 2 人 条 に 分 か れ て 流れ 落ち て いる 。 

高 さ 22 メ ー ト ル の 二 仙 男 の 滝 の 周り に は 、 絶 壁 と 巨岩 


に 


も 


が 
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が そびえ 、 そ れ ら の 上 に は 奇妙 な 形 を し た 幾つ も の 松 が 明 有 眼 水 

立っ て いる 。 空中 で 水 煙 を 放ち らち ながら 七色 の 虹 を 作る 二 明 眼 水 は 、 金 剛 密 の 東側 15 メ ヌー トル ほど の 所 に ある 大 

仙 男 の 滝 は 絶 基 その も の で ある 。 央 の 下 に 湧い て いる 泉 で ある 。 

高 さ お よそ 10 余 メー トル の 大 岩 の 下 に 湧く 清く 潜ん だ 

冷泉 谷 泉 は 、 四 季 湯 れる こと が な い 。 金剛 穴 で 長年 生活 し た 西 
この 谷間 は 夏期 に 特に 涼し い 風 が 吹い て くる と し て 、 山大 帥 は この 水 を 飲ん で 身心 を 鍛え た と いう 。 

冷泉 谷 と 呼ば れ て いる 。 この 泉 に は 革 、 一 少年 が 明 眼 水 を 飲ん で 眼病 を 治し た 
下 昆 慮 庵 か ら 金 剛 窒 へ 向かう コー ス の 200 メ ー ト ル ほ ど と いう 伝説 が ある 。 

先 の 所 に ある 。 
その 名 の 通り この 谷間 は 常に 冷た く 涼 し い 風 が 吹き 、 降 仙 台 

閉 い 自 に も 扇風機 の 前 に 立っ て いる よう な 感じ が する 。 金剛 宅 か ら 山 の 尾根 沿い に 200 て 300 メ ー ト ル 上 が る と 


降 仙 台 に 達する 。 

金剛 客 と 金剛 庵 

下 虹 慮 庵 か ら 西 北方 2 キロ メー トル ほど の 距離 に ある 人 金 
剛 客 は 、 大 き な 岩 の 下 に 出来 て いる 洞 疹 で 、 高 さ は 3 メー 
トル 、 奥 行き は 10 メ ー ト ル 、 幅 は 13 メ ー ト ル で ある 。 

この 洞 に は 巧妙 な 建築 の 金剛 庵 が ある 。 

高 農 時 代 の 未 期 に 建て られ た 人 金剛 庵 は た いそ う 小 さ 
く 、 油 の 上 を 毅 う 大 岩 を 屋根 代わ り に し て 建て られ た 珍 
し い 形 の 庵 で ある 。 西山 大師 が 40 余 年 間 こ こ で 寝起き し 
て 修業 し た と いう 有名 な 建物 で ある 。 

ここ に は すぐ る 1950 年 代 の 祖国 解放 戦争 当時 、『 八 万 
犬 蔵 経 』 が 保管 され て いた 。 

上 に は 天 人 が 舞い 降り て 美しい 景色 を 楽し ん だ と いう 
降 仙 台 が あり 、 岩 の 下 に は 目 を 明る くす る と いう 泉 の 明 E3 和 : 
眼 水 が あ る 。 明 眼 水 
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金剛 庵 と 金剛 窟 


由 
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硝 昆 慮 峰 踏 査 宿 営 所 か ら 香 此 護 峰 ま で の 距離 は 6.5 キ ロ 
メー トル で ある 。 符 昌 慮 峰 癌 山 コ ー ス は 、 和 白雲 台 と 円 満 
峰 、 珍 貴 峰 を 経て 最高 峰 の 香 昆 慮 峰 へ と 続く 。 


日 雲 亭 に 至る と 天上 楽 水 が ある 。 
昔 の 人 た ち は 美 味 な この 水 を 飲 な た め に 中 虹 慮 に 登り 、 
眼下 に 雲 を 眺め る べく 白雲 台 に 上 が る と 言っ た も の で ある 。 


白雲 外 と 白雲 門 

日 雲 外 は 、 白 雲 台 へ の 登山 コー ス に ある と し て こ 2 呼 
ば れ て いる 。 和香 因 膚 峰 へ の 人 交 山 コー ス で は 、 高 山地 帯 の 
特性 で 不 時 に 雨 に 遺 う が 、 そ ん な 時 は この 自 雲 窒 が 雨 宿 
り の 場所 に な る 。 

白雲 規 の 入り 口 の 高 さ は 1.7 メ ー ト ル 、 奥 行き は 10 メ ー 
トル 、 幅 は 2.5 メ ー ト ル で ある 。 

ここ で 鉄製 の 階 誠 を 上 が る と 、 奇 妙 な 形 を し た 白雲 門 
が ある 。 白雲 門 は 長き 10 メー トル 、 高 さき 6 メー トル 、 幅 3 
メー トル で ある 。 


日 雲 台 
RPM 
し い 展 望 台 で 、 円 満 峰 へ 部 る 途上 に ある 。 


日 雲 台 は 非常 に 高い 所 に あり 、 昌 雲 を 中 腹 に な び か せ 
て そびえ る 詩 だ と し て 、 こ の 名 が ある 。 


円 満 門 

円 満 門 は 、3 角 形 模様 の トン ネル の よう な 石門 で ある 
が 、 円 満 蜂 へ 意 る 際 は 必ず 通過 し な けれ ば な ら な い 、。 

長 さ は 40 メ ー ト ル 、 幅 は 2.5 メ ー ト ル 、 高 さ は 2 メー ト 
GO 


円 満 峰 

海抜 1825 メ ー ト ル の 円 満 峰 は 、 妙 香山 の 4 番目 に 高い 峰 
で ある 。 

中 虹 膚 の 白雲 促 か ら 2 キ ロメ ー ト ル ほ ど 登 る と 円 満 峰 に 
達する 。 

円 満 峰 の 頂上 は 、10 人 余り が 座れ る ほど の 平ら な 岩 か 
ら な っ て お り 、 南 西側 は 切り 立っ た 崖 で ある 。 


天上 門 

天界 に 上 が る 時 に 通ら な けれ ば な ら な い 門 だ と し て 天 
上 門 と 呼ば れ て いる この 石門 は 、 円 満 峰 の 真下 に ある 。 

うっ そう た る 樹林 を 背景 に し て 高く そびえ る 天上 門 を 
通っ て 、 雲 に 呈 わ れ た 下方 の 谷間 を 眺め て いる と 、 雲 の 
上 か ら 時 を 伝っ て 妙 香 山 に 降り た り 、 天 に 昇っ つた り し た 
と いう 天女 た ちの 足跡 を た どっ て 天界 へ 登っ て いる よう 
eVIE どら りお われ る 。 


中 
還 
- 


E 庁 峰 地 区 


_  /00 還 5 症 町 


千 塔 峰 硝 紫 膚 峰 

海抜 1557 メ ー ト ル の 千 塔 峰 は 、 香 炉 農 か ら 和 昆 膚 峰 の 海抜 1909 メ ー ト ル の 簿 虹 膚 峰 は 、 朝 鮮 西北 地方 の 最高 
方 に 500 メ ー ト ル ほ ど 離 れ た 所 に ある 峰 で ある 。 峰 で ある 。 

昔 、 香 炉 峰 に 谷 っ た 人 た ち が 登 山 の 形 見 と し て 積ん で この 峰 の 頂 に 立て ば 、 数 千 数 万 も の 峰 が 競い 立つ 雄 壮 
お いた 大 小 の 石 が 一 千 個 を も 超え る と し て この 名 が ある 。 秀 出 な 、 奇 妙 を 極め た 山 勢 を 形 づ く っ て いる 妙 香 山 の 絶 
千 塔 峰 に は エゾ マツ や トウ シラ ベ が 生え て お り 、 こ の 景 が 絵巻 の よう に 望ま れる 。 
一 帯 だ け に 見 られ る と いう 固有 の チョ ウ セ ン イ ワウ チ ソ 和 珍 即 慮 峰 に は ミヤ マビ ャ クシ ン 、 チ ョ ウ セ ン ネ ズ コ 、 ハ 
や ヒ カ ゲ ノ カ ズラ な ど 特 産 の 植物 が 分 布 し て お り 、100 里 イマ ツ の 樹林 が 数 十 人 クタ ー ル も 広がっ て いる 。 5 月 の 未 
(日 本 の 10 里 ) の 先 ま で も 香気 を 放つ と いう ヒャク リコ ツウ に は エゾ シャ ク ナ ゲ が 花 を 咲か せ 、8 月 頃 に は クロ マメ の 
で 覆 わ れ て いる 。 実 が 実る な ど 、 高 山地 和 帯 の 特異 な 植物 の 様相 が 見 られ る 。 
千 態 峰 


千 塔 峰 と 円 満 峰 の 間 に そ そり 立つ 海抜 1722 メ ー ト ル の 
この 千 熊 峰 は 、 ハ イマ ツ や ミヤ マビ ャ クシ ン な び ど 高 山地 
千 の 植物 を 持っ て 特異 な 光 基 を 広げ て いる 。 


珍 員 峰 

円 満 峰 か ら 香 昌 慮 峰 ま で の 2 キロ メー トル の 区 間 に 長 く 
横たわる 珍 貴 峰 の 標高 は 1832 メ ー ト ル で ある 。 

珍 貴 峰 と は 、 峰 の 頂上 あたり に 珍し い 貴 重 な 高 山 植物 
が 特別 に 多く 茂っ て いる と し て つけ られ た 名 で ある 。 

この 峰 に は 野生 人 参 、 ヒ カゲ ツル ニン ジン な どの 薬 草 
が 多い 。 


査 蜂 膚 峰 地 区 訪 仙 丘 


査 昆 護 峰 地区 


七 星 洞 疹 山 コ ー ス に は 和 郷 子 の 滝 や 七星 の 溢 な ど 大 小 の 
洲 を は じ め 名 所 が 多い 。 和 昆 慮 峰 踏 査 宿営 所 か ら 七 星 峰 
まで の 距離 は 9 キロ メー トル で ある 。 


水 音 河 

この 淵 は 、 水 が 水 昔 の よう に 港 ん で いる と し て 水 昌治 
と 呼ば れ て いる 。 

世 星 川 の 大 量 の 清 い 水 が 高 さ 30 メ ー ト ル も の 崖 の 溝 を 伝 
わっ て この 淵 に 流れ 込む 模様 は まさ に 天下 の 巧 観 で ある 。 


海 に 棲む クジ ラ の よう な 形 を し て いる と し て 鯨 娠 と 呼 
ば れ て いる この 岩 に は 、 次 の よう な 伝説 が ある 。 

遠い 昔 、 妙 香山 に や っ て 来 た 海 亀 が 300 年 を 生き た と い 
う 話 を 開い た 人 鯨 は 、 自 分 も 長生 き した いと 思い 、 巨 大 な 体 
を や っ と 動か し て 妙 和 山 に 違い 上 が っ た 。 山 の 入り 口 か ら 
し て その 美 し さ に 上 魅せ られ て あちこち を 見 て 回 り 、 一 休み 
し よう と し て 止ま っ た 所 が 七星 油 の 谷間 で あっ た 。 

忠 の き を 癒 そ うと し て 水 音 沿 の 浴 ん だ 水 を 一 日 飲ん 
だ と ころ 、 そ の 味 が 和 驚く ほど 旨い 。 

景色 の 美 し さ も すばらし い が 、 水 の 味 も また 格別 に せ 
いせ いと し て 、 海 の 水 と は 比べ よう も な く 言 い の で ある 。 
欲 の 深い クジ ラ は この 水 を 全部 持っ て 帰り た か っ た 


が 、 そ う は いか な い の で 、 こ こ で 思う 存 分 飲ん で 行く こ 
と に し て が ぶ が ぶ 飲 み 始 め た 。 と ころ が 余り に 多く 飲ん 
だ せい で 、 体 が 動か な く な っ て し まい 、 娠 に 固まっ て し 
また どい の 。 


パン ア の 滝 

この 滝 は 、 水 車 を 回 す 水 流 の よう だ と し て 、 パ ン ア ( 水 
車 ) の 洋 と 呼ば れ て いる 。 

七星 洞 で 最初 に 見 る こと に な る 海抜 710 メ ー ト ル の 崖 の 
上 か ら 流 れ 落 ちる この 滝 の 長 さ は 10 メ ー ト ル 、 高 さ は 7 メ 
= ド 2P で あめ の 。 


万 若 の 洋 

ここ で よろ ず の 景色 が 見 られ る 滝 だ と し て 万 菩 の 洋 と 
呼ば れ て いる 。 

六 の 下 側 に は 万 菩 深 が 連なっ て いる 。 


糸 の 滝 

絹 布 を 敷い た よう な 美 し さ だ と し て 継 組 の 滝 と 呼ば れ 
090 

世 星 農 を 疹 景 に し て 2 筋 の 水 が 岩 の 斜面 を 滑っ て 流れ 落 
ちる 滝 で ある 。 

滝 の 高 さ は 15.9 メ ー ト ル 、 斜 面 の 長 さ は 34.7 メ ー ト 
ル 、 幅 は 3 メー トル で ある 。 万 景 の 洋 が 150 メ ー ト ル ほ ど 
陽 た っ た 所 に ある 。 


器 
融 
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導 子 の 洋 七星 沼 

下 慮 庵 か ら こ の 獅子 の 滝 ま で の 距離 は 2 キロ メー トル 七星 洞 渓 谷 の 中 で 最大 の 淵 の 一 つ で 、 幅 6 メー トル 、 長 
で あり 、 滝 の 高 さ は 12.7 メ ー ト ル 、 幅 は 5 メー トル 、 長 さ さ 50 メ ー ト ル 、 深 さ 8 メ ー ト ル で ある 。 

は お よそ 69 メ ー ト ノレ で あめ る 。 

水 を か ぶっ た 獅子 が 頭 を 振り な が ら 喘 叶 す る よう な 模 誕 加 問 あ 星 内 
様 だ と し て 獅子 の 滝 と 呼ば れ て いる 。 兄弟 の よう に 並ん で 立っ て いる と し て 兄弟 門 と 呼ん で 

水 の 流れ は 7 筋 に 分 か れ て 段 を な す 岩 の 斜面 を 流れ 、 洋 の いる 。 

下 に は 数 十 頭 の 獅子 が 水浴 び を し た と いう 秩 子 党 が ある 。 上 兄弟 門 を 潜り 抜け る と 四季 油 れ る こと の な い 諾 香 泉 が 
ある 。 

銀 ポ の 洋 奇妙 な 造り の 兄弟 門 の 100 メ ー ト ル ほ ど 先 に 昔 に 覆 わ れ 

獅子 の 滝 を 見 た 後 、 す ば らし い 渓 谷 美 を 展開 する 癌 山 た 七星 娠 が ある 。 
コー ス に 沿っ て 50 メ ー ト ル ほ ど 合 る と 高 さ 10 余 メー トル 
の 銀 糸 の 滝 に 至る 。 七星 の 滝 

銀 の 糸 を 垂らし た よう な 模様 で 流れ る と し て この 名 が この 滝 は 七星 峰 の 下方 の 岩 の 斜 面 を 流れ 落ち る と し て 
ある 。 世 星 の 滝 と 呼ば れ て いる 。 

洲 の 下 に 銀 終 沼 と 呼ば れる 淵 が あり 、 長 さ 40 メ ー ト 衝 抜 1072 メ ー ト ル の 高い 渓谷 に ある この 滝 の 高 さ は 
ルレ 、 貴 40 メ ー ト ル 、 深 さ 2.5 メ ヌー トル も の 大 き な 淵 で 景 36.6 メ ー ト ル 、 幅 は 12.3 メ ー ト ル 、 長 さ は 83 メ ー ト ル で 
も 格別 に 美 し い 。 ある 。 

准 の 下 に は 深 さ 3 メー トル 内 外 の 3 角形 の 洋 起 が 三 つ あ る 。 

諾 符 の 池 

幅 25 メ ー ト ル 、 長 さ 20 メ ー ト ル 、 深 さ 2 メ ー ト ル の 諾 香 七 降 峡谷 
の 池 は 、 妙 香山 の 名 物 ジ ャ コウ ジ カ が 下り て き て 水浴 び この 谷 は 、 七 星 峰 と 降 仙 峰 の 間 に あ る の で 七 降 峡 谷 と 
を し た 所 だ と し て こう 呼ん で いる 。 呼ば れ て いる 。 

硝 昆 膚 峰 地 区 
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妙 香 山 が 現在 の 高 さ に そびえ 始め た 頃 の 地殻 変動 で 形 
成 さ れ た 。 
峡谷 の 長 さ は お よそ 900 メ ー ト ル で ある 。 


電 石 

世 降 の 滝 と 七 降 峡 谷 の 間 に あ る この 藻 岩 は 、 円 満 峰 ま 
た は 珍 貴 峰 の 上 か ら は っ きり と 望 見 で きる 。 

驚 岩 の 高 さ は 30 て 40 メ ー ト ル で 、 鋭 いく ちば し と 、 ま 
さ に 飛び 立た ん と する 羽 な どの 細部 に わた り 生 き て いる 
藝 を 思わ せ て いる 。 

この 周 に は 手 辰 祖国 戦争 当時 、 西 山大 師 が 飛 郊 す る 藻 
を 矢 で 射 落と すこ と で 、 殺 生 を 禁ず る 仏教 の 戒律 を 破っ 
て は と し て 動揺 し て いた 僧 た ち を カカ づけ て 、 日 本 侵略 軍 
と の 戦い に 決起 させ た と い 5 伝説 が こも っ て いる 。 


七 降 の 滝 

七星 峰 と 降 仙 峰 の 間 に あ る と し て 七 降 の 洋 と 呼ば れ て 
My の 。 

海抜 1300 メ ー ト ル の 高 さ に ある 。 


七星 峰 

世 つ の 峰 が 連なっ て 北斗 七星 の よう な 模様 を し て いる 
と し て 、 七星 峰 と 呼ば れ て いる 峰 々 で 、 最 高 の 峰 は 海抜 
1894 メ ー ト ル で ある 。 


査 昆 護 峰 地区 
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痕 糸 の 滝 と 銀 糸 負 青 の 池 七星 沼 と 竜 水 の 滝 
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ホテ ル と 旅館 


ホテ ル と 旅館 


香山 ホテ ル 

奇妙 な 形 の 峰 々 と 太古 の 樹林 の 広がる 妙 香 山 を 背景 に 
し て 清 い 妙 和 山 の ほとり に 立つ 稚 山 ホテ ル は 、 す が す が 
し い 空 気 に 包 まれ て 神秘 な 情 趣 を か も し て いる 。 2010 年 2 

月 に 改築 され た 。 

15 階 建て の ホテ ル は 、 炒 香山 の 秀 謀 な 自然 が ホテ ル の 


内 部 と 功 み に 調和 し 、 建 築 の 造形 化 、 芸 術 化 が 見 事 に 実 


現し た 、 ビ ピラ ミッ ド 型 の 建築 物 で ある 。 


休憩 


政 ホ ー ル 


ホテ ル と 旅館 


ホテ ル に は 各国 料理 を 専門 と する 幾つ も の 食堂 、 回 転 
食堂 、 カ ラオ ケル ー ム 、 美 容 室 、 マ ッ サ ー ジ 室 を は じ め 
諸 種 の サー ビス 施設 が 備わっ て いる 。 ホ テル に は 観望 エ 
レベ ー タ ー も あり 、 観 望 台 に 立て ば 妙 香 山 の 風 数 を 望 見 
この 

妙 香 山 の 特 産 で や る タラ ノ キ の 若芽 、 ワ ラビ 、 オ タカ 
ラコ ウ な どの 山菜 と ニジマス の 料理 は 有名 で ある 。 

ボウ ッ レ の ボー ビス ば 上 えん で ある く 。 


ビリ ヤー ド 場 


ボブ ノレ 0 語 


還 還 村人 ホ テ ルレ 旅館 


INY プ ノレ 


還 目 放 太 骨 ホテ ルレ と 旅館 


清川 旅館 硝 昆 膚 峰 踏 査 宿営 所 
妙 和 山 の 観光 者 用 ホテ ル 。 香 山 邑 を 流れ る 清川 江 の ほ 三景 吾 か ら 150 メ ー ト ル ほ ど 上 っ た 所 に ある 。 
と り に ある 。 うわ ぐす り を 塗っ て 焼い た 瓦 暮 き の 朝 鮮 式 入母屋 の 建 
妙 香 山 の 自然 の 美 を 生か し て 内 部 が 装飾 され て お り 、 築 物 で ある この 和 宿 営 所 は 、 和 虹 膚 峰 に 谷 る ハイ カー た ち 
品 の よい 部 屋 や 食堂 は 特に 印象 的 で ある 。 が 千 熊 洞 を 踏査 し た 後 、 こ こ で 一 晩 宿営 し て 香 昆 膚 峰 へ 


間 909 こと ど (で な る の 。 


妙 査 山 の 観光 
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